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新
し
い
中
野
市
の
初
代
市
長
に
無
投
票
で

青 
木   
一 
さ
ん
が
当
選

　

旧
中
野
市
と
旧
豊
田
村
の
合
併
に
伴
う
新
し
い
中
野
市

の
市
長
選
挙
を
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月
十
七
日

に
告
示
し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
の
届
け
出
締
め
切
り
午
後

五
時
ま
で
に
、
青
木
一
さ
ん
（
三
ツ
和
・　

歳
）
以
外
に

56

立
候
補
の
届
け
出
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
無
投
票
と
な
り
、

四
月
二
十
四
日
の
選
挙
会
で
同
氏
の
当
選
を
決
定
し
、
当

選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
二
十
五
日
に
は
、
青
木
新
市
長
が
市
議
会
議
員

や
市
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
新
「
中
野
市
」
の
市
役

所
本
庁
に
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
就
任
式
で
は
、

青
木
新
市
長
自
ら
の
『
五
つ
の
禁
句
』
で
も
あ
る
「
で
き

な
い
、
難
し
い
、
仕
方
が
な
い
、
前
例
が
な
い
、
お
金
が

な
い
」
と
い
う
言
葉
が
職
員
に
伝
え
ら
れ
、
市
民
に
対
し

て
誠
心
誠
意
接
し
て
ほ
し
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

�
出
迎
え
て
く
れ
た
方
々
に
大
き
な

　

声
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

�
４
月　

日
、
当
選
証
書
が
直
接
手
渡

24

　

さ
れ
ま
し
た
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　青木市長自身が各地区や各種団
体の集りなど、皆さんのもとへ出
向いて市政に関する報告や皆さん
からの提言をお聴きする『出前ザ
集会』を実施いたします。ご希望
の方は、まずは、ご連絡ください。
日時　市長の日程が確保できる日

（申し込みのときに日程調
整をさせていただきます）

会場　申し込まれる皆さんに用意
していただきます

対象　概ね十人以上の皆さんが集
る会議や集りなど

申し込み・問い合わせ先
市役所庶務課秘書広報係（�
(22)２１１１内線２０８）

『出前ザ集会』 
にお申し込みください ！

　

合
併
に
よ
り
発
足
し
た
新
「
中

野
市
」
の
市
長
が
決
定
す
る
ま
で

の
間
、
市
長
職
務
執
行
者
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
清
野
眞
木
生

市
長
職
務
執
行
者
の
退
任
式
が
四

月
二
十
二
日
、
市
役
所
三
十
一
・

三
十
二
号
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
野
市
長
職
務
執
行
者
に
は
、

四
月
一
日
の
本
庁
看
板
除
幕
式
に

始
ま
り
、
開
市
式
、
臨
時
市
議
会
、

そ
し
て
多
く
の
市
長
に
代
わ
る
公

務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
日
の
夕
方
に
は
、
旧
豊
田
村

役
場
庁
舎
で
あ
っ
た
豊
田
支
所
で

も
あ
い
さ
つ
を
し
、
旧
豊
田
村
時

代
か
ら
一
緒
に
仕
事
を
し
て
き
た

多
く
の
職
員
に
見
送
ら
れ
て
、
庁

舎
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

清
野
眞
木
生
市
長
職
務
執
行
者
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

▲本庁で職員を代表して教育長から
　御礼の言葉を申し上げました

▲旧豊田村職員の多くが拍手で見送りました

　

こ
の
た
び
、
初
代
中
野
市
長
と

し
て
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

市
民
の
皆
様
の
信
託
に
お
応
え
す

る
よ
う
、
市
政
の
推
進
に
邁
進
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一

日
に
新
し
い
中
野
市
と
し
て
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
四
万
八
千
人
の
マ

ン
パ
ワ
ー
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
の
皆
様
の
お
考
え
を
お

聴
き
し
、
合
併
協
議
に
お
い
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

合
併
効
果
と
地
域
の
一
体
化
を
早

期
に
生
み
出
す
と
と
も
に
、
将
来

を
見
据
え
た
新
市
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、「
地
方
自
治
は
対
話

と
参
加
か
ら
」、「
地
域
の
活
力
は

地
場
産
業
の
活
性
化
か
ら
」、「
ふ

る
さ
と
の
未
来
は
安
心
の
子
育
て

か
ら
」
の
三
点
を
基
本
ス
タ
ン
ス

と
し
、
新
た
に
広
く
な
っ
た
市
域

で
の
市
民
の
皆
様
の
声
を
直
接
お

聴
き
す
る
「
出
前
ザ
集
会
」
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
地
場
産
業
発
展

の
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

知
恵
と
ズ
ク
を
出
し
合
い
、
引
き

続
き
中
野
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
た

「
売
れ
る
農
業
」
の
推
進
と
経
済

的
視
野
で
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

推
進
を
中
心
と
し
た
施
策
の
展
開

を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
に
磨
き

を
か
け
て
、
独
自
の
魅
力
づ
く
り

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
親
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
供

た
ち
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

本
市
に
あ
っ
た
少
子
化
対
策
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
を
専
門
に
担
当
す
る
部
署

の
設
置
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す

「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が

香
る
元
気
な
ま
ち
」
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
に
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

に
当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

▲初登庁後に行われた就任式

▲支所の職員にもあいさつされました

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ中野

市
長 

青
木　

一
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●バラまつり開会式・中央広場公園開園式
第12回バラまつりの開会式と併せて、今回オープンと
なる中央広場公園の開園式が行われます。
日時　５月28日�午前10時30分～
会場　中央広場公園
※当日は、銀座通りが歩行者天国となります。また、
オープニング関連イベントとして、『ＴＨＥ☆若者ま
ちなか音楽会』『九斎市』『１万本のバラを使ったオ
ブジェ』も行われます。
●ケイ山田講演会
中央広場公園のイングリッシュガーデンを設計デザイ
ンしていただいた、英国園芸研究家のケイ山田先生に
よる講演会を開催いたします。
期日　５月28日�
会場　一本木公園野外ステージ
●「ラジオの王様」ライブ中継
バラまつり特別企画として、中野の話題が満載でＳＢ
Ｃラジオの生中継が行われます。
日時　５月28日�午後12時８分～
会場　一本木公園

●第５回花づくりコンテスト
皆さんが育てた花のコンテストを開催します。
期日　５月28日�・29日�
会場　中央広場公園
※コンテナ及びハンギングの出品を、現在も受け付け
ています。また、当日出品も可能ですので、ご希望
の方は、市役所都市計画課へご連絡ください。
●講演「私のバラに逢いたくて」
バラ文化研究所学芸員の野村和子さんを講師にお招き
して、講演会を開催いたします。
日時　６月５日�午後１時30分～
会場　一本木公園
●ローズ・コンサート
【ｍａ】スペシャルローズライブwith清水まなぶ
ＳＯ冬季世界大会の長野サポートソング「Ｒｉｎｇ」
で話題の【ｍａ】のコンサートです。
日時　６月11日�午後４時開演
会場　中野市民会館ホール〈2,500円（全席自由）〉
主催　ＳＢＣ信越放送
共催　中野市バラまつり実行委員会

駐車場
　バラまつり開催期間中の一本木公園及び中野小学校の
駐車場を利用される方は、協力金をお願いいたします。
※中野小学校の駐車場は、５月２８日�を除く期間中の
　土曜日及び日曜日のみ、ご利用できます。
協力金（１日１回１台につき）
軽自動車・普通車　３００円
マイクロバス以上　１， ０００円

シャトルバス
　開催期間中の土曜日及び日
曜日は、一本木公園と仮設駐
車場の間をシャトルバスを有
料にて運行いたします。
高校生以上  １人１回１００円

中野市のバラ
シックナカノ(品種登録済)

中野市に咲くバラの素晴らしさとバラのまちづくりを目指して、「第12回な　中野市に咲くバラの素晴らしさとバラのまちづくりを目指して、「第12回な
かのバラまつり」を開催します。かのバラまつり」を開催します。
今回、合併による新しい中野市の合併記念交流事業と、中心市街地に誕生する　今回、 合併による新しい中野市の合併記念交流事業と、中心市街地に誕生する
中央広場公園の開園式も併せて開催いたしますので、新しい中野市と中央広場中央広場公園の開園式も併せて開催いたしますので、新しい中野市と中央広場
公園のスタートとなるこのバラまつりに、皆さんのお越しをお待ちしています。公園のスタートとなるこのバラまつりに、皆さんのお越しをお待ちしています。

中野市合併記念交流事業

５月28日 （土） ～６ 月12日 （日）   開催

第　

回
12

各会場でのイベント
一本木公園
《各種販売》切りバラ、苗木、バラグッズ、地元農産
　　　　　　物、各種飲食物の販売
《野外ステージ》フラワーアレンジ、うたごえコンサ
　　　　　　　　ート、ばら講座ほか
《コンクール》写生コンクール、フォトコンテスト
《各種体験》野点茶会、クレイクラフト、手彫りハン
　　　　　　コ体験ほか
中野市歴史民俗資料館
　久石譲さん、ケイ山田さんの特別展示
期間　５月28日�～６月12日�
信州中野銅石版画ミュージアム
　押花、デコパージュ、バラの小物グッズ、バラの俳
句作品などの展示
期間　５月28日�～６月12日�
中野陣屋・県庁記念館
　籐(とう)と蔓(つる)の造形展～ばらのささやき～
期間　５月28日�～６月12日�

問い合わせ先
中野市バラまつり実行委員会
事務局 〔市役所都市計画課内〕
（�（22）2111内線269）
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豊
田
村
は
中
野
市
と
四
月
一
日

に
合
併
し
、
新
「
中
野
市
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
が
、

昨
年
、
す
で
に
十
八
回
を
迎
え
て

毎
回
好
評
の『
ふ
る
さ
と
祭
り
』は
、

今
年
か
ら
『
斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
』

と
し
て
、
引
き
続
き
開
催
を
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
の
斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
は
、

中
野
市
合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
方

々
に
豊
田
地
域
の
素
晴
ら
し
い
自

然
と
特
産
物
に
広
く
親
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
日　

六
月
五
日�

時
間　

午
前
九
時
か
ら

会
場　

斑
尾
大
池
周
辺

内
容　

・
魚
釣
り
や
餅
つ
き
体
験

・
地
元
農
産
物
の
特
産
品
の
販
売

・
野
菜
と
キ
ノ
コ
た
っ
ぷ
り
の
味

　

噌
汁
な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
告
知

放
送
及
び
有
線
放
送
、
チ
ラ
シ

等
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
経
済
課
（�
�
３
１
１

１
）

　

明
治
九
年
、
旧
豊
田
村
の
農
家

に
生
ま
れ
た
高
野
辰
之
先
生
は
、

幼
少
時
代
を
豊
か
な
自
然
の
中
で

育
ち
、
学
問
の
道
を
志
し
て
苦
学

の
中
か
ら
日
本
の
近
代
国
文
学
に

大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
文
学
の
偉
大
な
教
育
者
で
あ

り
な
が
ら
、「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」

「
紅
葉
（
も
み
じ
）」「
朧
月
夜

（
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
）」
な
ど
、
日

本
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
を
歌
う

文
部
省
唱
歌
の
作
詞
も
さ
れ
た
先

生
を
偲
ぶ
、『
高
野
辰
之
記
念
祭
』

を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
旧
豊
田
村
に
お
い
て
、

六
回
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
新
し
い
中
野
市
の
合
併

を
記
念
し
た
「
中
野
市
合
併
記
念

交
流
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
行
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
高
野
辰
之
先
生
作
詞

の
曲
や
中
山
晋
平
先
生
作
曲
の
曲

の
ほ
か
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ク
ラ
シ

ッ
ク
曲
な
ど
を
演
奏
す
る
記
念
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
高
野
辰
之
記
念

館
へ
ご
来
館
を
い
た
だ
き
、
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

五
月
十
四
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時

　
　
　

三
十
分

会
場　

高
野
辰
之
記
念
館

入
館
料　

無
料
（
当
日
の
み
）

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

笠
井
美
智
子
さ
ん
（
須
坂
市
在
住
）

ソ
プ
ラ
ノ

小
林
あ
つ
子
さ
ん
（
永
江
在
住
）

ピ
ア
ノ

倉
品
裕
子
さ
ん
（
西
条
在
住
）

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館
（�
�
３
０
７

０
）

中野市合併記念交流イベント

第１回
斑尾ふるさと祭り

�
昨
年
の
魚
つ
り
の
様
子

�
昨
年
は
臼
と
杵
で
餅
つ
き
が
行
わ

　

れ
ま
し
た

�
会
場
の
高
野
辰
之
記
念
館

文学博士
　高野辰之先生

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������

��������������������������

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
野
市
合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰辰
之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催
し
ま
す

�
昨
年
の
会
場
付
近
の
様
子



平成１7年５月　広報なかの  ６

地
域
審
議
会
と
は
？

　

合
併
に
伴
い
、
行
政
区
域
が
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
と
行

政
の
距
離
が
大
き
く
な
り
住
民
の

意
見
が
新
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る
の
で
は
、
と
い
っ
た

懸
念
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
旧
豊
田
村
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
施
策
を
展
開
さ
せ
る
方
法

の
ひ
と
つ
と
し
て
『
豊
田
地
域
審

議
会
』
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

『
豊
田
地
域
審
議
会
』
は
、
合

併
前
の
豊
田
村
の
区
域
に
設
け
ら

れ
、
新
市
の
施
策
等
に
関
し
て
市

長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
ま
た
は
必

要
に
応
じ
て
市
長
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
市
の
付

属
機
関
で
す
。

募
集
資
格　

平
成
十
七
年
四
月
一

日
現
在
、
引
き
続
き
豊
田
地
域
内

に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
年
齢
満

二
十
歳
以
上
の
方

募
集
人
員　

若
干
名

委
員
任
期　

平
成
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で

応
募
方
法　

「
応
募
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
又

は
郵
送
（
メ
ー
ル
可
）
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
用
紙
は
、
豊
田
支
所
、
永

田
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

本
庁
（
企
画
情
報
課
）
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

提
出
先　

〒　

－

　
 
中
野
市
三

383

8614

好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号　

市
役

所
総
務
部
企
画
情
報
課
あ
て

★
持
参
の
場
合
…
豊
田
支
所
、
永

田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
も
受
付
で
き
ま
す
。

★
Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.nakano.nagano.jp  

募
集
期
間　

平
成
十
七
年
五
月
二

十
日�
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
五
月
二
十
日
着

　

分
ま
で
有
効

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

※
詳
し
い
内
容
、
不
明
な
点
等
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
行
政
管
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
４
０
１
）

『
豊
田
地
域
審
議
会
』

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

中
野
市

委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををををををををををををををををををを
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

委
員
を
公
募
し
ま
す

　

市
で
は
昨
年
度
か
ら
五
十
歳
以

上
の
男
性
を
対
象
に
血
液
に
よ
る

「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
診
の
本
年
度
分
に
つ
い

て
は
、
前
立
腺
が
ん
検
診
研
究
班

の
広
域
研
究
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
に
は
全
国
の
多
く
の

市
町
村
が
参
加
し
て
お
り
、�
前

立
腺
研
究
財
団
が
血
液
検
査
費
用

を
助
成
し
、
市
が
こ
の
助
成
を
受

け
る
も
の
で
す
。

　

受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
同
意

を
い
た
だ
い
た
方
の
「
受
診
者
の

生
年
月
日
、
年
齢
、
検
診
受
診
日
、

Ｐ
Ｓ
Ａ
値
」
を
研
究
班
に
送
り
、

年
度
毎
に
集
計
さ
れ
て
全
国
で
の

結
果
を
ま
と
め
、
前
立
腺
が
ん
検

診
の
基
礎
資
料
と
し
て
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

　

受
診
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
は
、

研
究
班
に
は
一
切
報
告
す
る
こ
と

は
な
く
、
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
本
研
究
の

主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
同
意

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
健
課
健
康
管
理
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
４
３
）
ま
た

は
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
６
）

前
立
腺
が
ん
検
診

を
受
診
さ
れ
た
方

へ
の
お
願
い

　申請手続き等ご不明な点につきましては、どうぞお気
軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　市役所厚生課厚生係（��２１１１ 内線２９２）

Ｑ　昨年、所得制限でもらえなかったけど、今
年もやっぱり児童手当はもらえないの？

児童手当Ｑ＆Ａ

Ａ　そんなことはありません。
　所得制限でもらえなかった人でも、その年によって
は、家族の状況や所得の状況が違うはずです。
　たとえ昨年、所得制限で児童手当がもらえなくても、
今年になって要件を満たしていれば、もらえる可能性
があります。該当すると思われる場合には、申請した
翌月分から受給対象となりますので、早めに申請手続
きをしてください。

Ｑ　児童手当を受けることができる人は？

Ａ　小学校３年生までのお子さんを養育してい
て、所得が一定未満の人です。

※所得とは……地方税法上の所得をいいます。
(例)サラリーマンの場合…年間の収入額から給与所得
　　　　　　　　　　　　控除を行った後の額
　　自営業者の場合………総収入額から必要経費を控
　　　　　　　　　　　　除した額

所得制限限度額表

限　度　額
（例：厚生年金等加入者）

限　度　額
（例：国民年金加入者
　　　・年金未加入者）

お子さん
等 の 数

　　４６０万円未満　　３０１万円未満　０人

４９８　　３３９　　１

５３６　　３７７　　２

５７４　　４１５　　３

６１２　　４５３　　４

６５０　　４９１　　５

※限度額とは……所得から法定控除
８万円とその他の控除（老年者、
医療費等）を行った後の額と比較
します。税法上の扶養親族等の人
数により限度額が変わります。

ご確認ください
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重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
生
産
量
一
位
を
誇
る
中
野

市
で
は
、
４
月
上
旬
か
ら
６
月
中

旬
に
か
け
切
花
と
し
て
出
荷
さ
れ
、

品
種
と
し
て
は
、「
サ
ラ
・
ベ
ル

ナ
ー
ル
」（
ピ
ン
ク
）
が
、
約
四

十
％
の
生
産
量
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

品
種
も
「
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
」

が
一
番
多
く
、
続
い
て
「
ラ
・
テ

ン
ド
レ
ス
」（
乳
白
色
）、「
ル
ー

ズ
・
ベ
ル
ト
」（
淡
ピ
ン
ク
）、「
信

濃
の
月
」（
白
）、「
滝
の
粧
」（
淡

紅
色
）、「
紅
河
」（
濃
紅
色
）
の

順
に
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
大

輪
で
、
花
弁
数
が
多
く
、
花
持
ち

の
よ
い
品
種
で
す
。

　

水
揚
げ
な
ど
に
注
意
し
て
い

た
だ
く
と
、
一
週
間
か
ら
二
週

間
は
、
見
事
な
花
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
活
け
方
次
第
で
和

洋
ど
ち
ら
の
雰
囲
気
も
か
も
し

出
せ
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
、
是
非
、

飾
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

７　 平成１7年５月　広報なかの

　

「
立
て
ば
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
座

れ
ば
ボ
タ
ン
、
歩
く
姿
は
ユ
リ

の
花
」
と
、
古
く
か
ら
シ
ャ
ク

ヤ
ク
は
よ
く
女
性
を
形
容
す
る

言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
芍
薬
」
と
書
か
れ
る

と
お
り
、
漢
方
薬
と
し
て
も
珍

初
夏
の
華
麗
な
中
野
美
人

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
に
関
す

る
協
議
等
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

中
野
市
ご
み
減
量
化
委
員
会
の
委

員
を
公
募
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
人
員　

二
十
五
名
程
度
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

応
募
方
法

市
の
ご
み
減
量
化
に
関
す
る
提
案
、

意
見
な
ど
を
、原
稿
用
紙
一
枚（
四

〇
〇
字
程
度
）
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載

の
う
え
、
直
接
持
参
す
る
か
、
簡

易
書
留
等
の
確
実
な
方
法
に
よ
り

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
提
出
さ
れ
た
提
案
・
意

見
な
ど
を
審
査
し
、
委
員
を
決

定
後
、
通
知
い
た
し
ま
す
。

任
期　

概
ね
三
年

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（
〒　

－383

　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十

8614九
号
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４

７
）

ご
み
減
量
化
委
員
会
委
員
を
公
募

　

第
三
回
中
野
市
ご
み
減
量
化
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

五
月
二
十
四
日�

時
間　

午
後
六
時
か
ら

場
所　

市
民
会
館
四
十
三
号
会
議
室

※
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

傍
聴
で
き
ま
す

　

五
月
十
六
日�
か
ら
二
十
二
日

�
ま
で
の
一
週
間
は
、「
春
の
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
皆

さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
で
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
る
も
の

で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
日
程
で
巡
回
行

政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
機

会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
中
野
地
域
】

期
日　

五
月
二
十
三
日�

時
間　

午
後
一
時
〜
四
時

会
場　

西
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
１
）

【
豊
田
地
域
】

期
日　

五
月
十
八
日�

時
間　

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十

　
　
　

分

会
場　

永
田
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ

　
　
　

ョ
ン

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
総
務
課
庶
務
係
（�
�

３
１
１
１
内
線
１
１
４
）

　

月
一
回
、
中
野
地
域
は
市
民
会

館
で
、
豊
田
地
域
は
豊
田
支
所
に

お
い
て
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

西
澤
君
生
さ
ん
（
新
保
）

山
田
忠
延
さ
ん
（
柳
沢
）

松
野
冨
子
さ
ん
（
梨
久
保
）

巡
回
行
政
相
談
所
開
設

行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談

春の行政相談週間春の行政相談週間
５月16日５月16日 （月）（月）～22日 ～22日（日） （日）

～巡回行政相談所を
　　　　　開設します～

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
とととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののののののののののののののののの

市
民
一
人
ひ
と
り
の

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識
がががががががががががががががががががががががががががががががが
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
でででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
　

意
識
が
大
切
で
す
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市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産

物
や
加
工
品
を
、
よ
り
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年

ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
を
発
行
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
豊
田
地
域
の
商
品

も
加
わ
っ
た
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ

グ
を
発
行
し
ま
す
。

　

農
産
物
セ
ッ
ト
や
ギ
フ
ト
用
商

品
な
ど
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載

す
る
商
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

自
慢
の
商
品
を
販
売
し
た
い
方
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
商
品　

中
野
市
産
農
産
物
ま

た
は
市
内
で
製
造
さ
れ
た
食
品

（
主
原
料
が
国
内
産
の
も
の
に
限

る
）
で
贈
答
品
と
し
て
宅
配
で
き

る
も
の

応
募
締
切　

五
月
二
十
日�

※
応
募
条
件
及
び
提
出
書
類
等
に

つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
発
送
及
び
代
金
決
裁

商
品
の
注
文
受
付
及
び
代
金
決
裁

は
中
野
市
振
興
公
社
で
行
い
、
発

送
及
び
商
品
の
ク
レ
ー
ム
対
応
は

参
加
各
社
で
行
う
こ
と
と
す
る
。

掲
載
料　

一
枠
五
千
円
（
最
大
三

品
ま
で
掲
載
可
）

手
数
料　

一
個
に
つ
き
一
三
〇
円

発
行
日　

七
月
中
旬

発
行
部
数　

一
五
、七
〇
〇
部（
市

内
新
聞
折
込
、
ふ
る
さ
と
信
州
中

野
会
Ｄ
Ｍ
等
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室
（�

�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

中野まなびぃ塾
市が行っている仕事について学びませんか
　市が行っている仕事を講座のメニューとし、市民の皆
さんに「知りたい、聞きたい」講座を選んでいただき、
市の職員が講師となって皆さんの地域に出向き、お話を
するものです。メニューは表のとおりです。講師料は無
料ですのでお気軽にご利用ください。
開催要件：中野市民で、５人以上の参加者がいること
問い合わせ先：市教育委員会生涯学習課生涯学習推進係
　　　　　　　（��２１１１ 内線３０７）

男女共同参画について17
中野市の農業18
森林の大切さと役割19
観光施設と観光宣伝20
中野市内の道路と河川21
中野市の公園づくり22
中野市の街路事業23
潤いのあるまち並み景観づくり24
花のまちづくり25
中心市街地のまちづくり26
下水道のあらまし27
水道事業について28
議会の仕組みと役割29
農地の売買・賃借はどうすればいいの30
農業者のための年金31
農家の家族経営協定とは32
選挙制度と選挙管理委員会の仕事33
監査委員の役割34
固定資産評価委員会の役割35
教育委員会の仕事36
学ぶための援助制度37
学校給食と子どもの健康38
生涯学習の推進39
健全な青少年の育成40
明るい家庭づくり41
市民みんなの財産 文化財42
中野市の芸術文化活動43
公民館の仕事と分館活動44
図書館の仕事と読書推進活動について45
スポーツで健康づくり46
普通救命講習会47

講　　　　座　　　　名講座番号
もしものときに備えて1
情報公開とプライバシーの保護2
これはどこの課へいけばいいの？3
広報誌の作り方4
中野市の台所状況5
市税のあらまし6
国民健康保険の仕組み7
いつまでも健康でいたい8
子育ての支援9
障害をお持ちの方の生活支援10
介護保険の仕組み11
高齢者がいつまでも元気で暮らせるための保健福祉サービス12
ごみの正しい分け方13
交通事故ゼロをめざそう14
悪質商法にあわないために15
差別のない明るいまちづくり16

【講座メニュー】

2005 夏（合併で充実）

中野市ギフト商品募集
～ 自慢の一品を売り出そう ～

昨年発行したギフトカタログ

９　 平成１7年５月　広報なかの

　

市
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や

違
法
な
野
外
焼
却
な
ど
の
監
視
・

指
導
、
環
境
保
全
の
情
報
収
集
な

ど
を
お
願
い
す
る
中
野
市
環
境
公

害
防
止
指
導
員
に
、
次
の
十
四
名

の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
九

年
三
月
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
指
導
員
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
」

の
歌
に
代
表
さ
れ
る
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
と
景
観
を
次
の
世
代
へ
引

き
継
げ
る
よ
う
、
環
境
保
全
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、

「
ご
み
の
不
法
投
棄
・
違
法
な
野

外
焼
却
等
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」

と
表
示
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
車
の

前
後
等
に
貼
り
付
け
、
担
当
区
域

を
隅
々
ま
で
巡
回
し
ま
す
。

中
野
市
環
境
公
害
防
止
指
導
員

（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
区
域
）

中
山
英
樹
さ
ん
（
中
町
・
西
町
・

東
町
・
松
川
）

小
林　

榮
さ
ん
（
普
代
・
東
松
川

・
一
本
木
・
栗
和
田
）

大
日
向
武
夫
さ
ん
（
西
条
・
上
小

田
中
・
下
小
田
中
・
東
吉
田
）

上
原　

泉
さ
ん
（
日
野
地
区
）

金
子
�
幸
さ
ん
（
延
徳
地
区
）

田
中
茂
春
さ
ん
（
平
野
地
区
）

町
田
幸
男
さ
ん
（
高
丘
地
区
）

土
屋
舜
一
さ
ん
（
長
丘
地
区
）

綿
貫
峰
一
さ
ん
（
平
岡
地
区
）

上
原　

豊
さ
ん
（
科
野
地
区
）

池
田
宗
謙
さ
ん
（
倭
地
区
）

佐
藤
秀
彦
さ
ん
（
上
今
井
地
区
）

田
子　

正
さ
ん
（
豊
津
地
区
）

�
野　

等
さ
ん
（
永
田
地
区
）

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををををををををををををををををををを
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱

環
境
公
害
防
止
指
導
員
を
委
嘱

合計その他不法
投棄振動

違法な
野外
焼却

悪臭騒音水質
汚濁

178566121501223旧
中野市

2221100900旧
豊田村

200777121591223合　計

平成１６年度の旧中野市、 旧豊田村における公害等の通報件数

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
は
、
水
道

週
間
で
す
。

　

水
道
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
で
文

化
的
な
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

週
間
を
機
会
に
水
道
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

水
は
、
私
た
ち
人
間
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
生
命
の
源
で
す
。

　

市
で
は
、
安
全
で
良
質
な
水
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
た
め
、
水

源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
水
は
限
り
あ
る
資

源
で
す
。

　

水
道
水
を
大
切
に
、
無
駄
な
く

上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

水
を
大
切
に
・
・
・

６月１日～７日６月１日～７日
水道週間水道週間

～水道水 まちのすみまで 未来まで～

「中野市の
　石造文化財」

発 刊

　

旧
中
野
市
が
平
成
七
年
度
か
ら

七
年
間
か
け
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
調
査
員
五
名
に
よ
る
石
造
文
化

財
基
礎
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
の

で
、
調
査
報
告
と
し
て
「
中
野
市

の
石
造
文
化
財
」
を
発
刊
し
ま
す
。

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
ま

た
は
中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

内
容

・
石
造
文
化
財
の
解
説
と
伝
承

・
市
内
の
石
造
文
化
財
一
覧
表

頒
布
価
格　

一
冊
五
千
円

サ
イ
ズ　

Ａ
４
判
・
三
百
八
十
四
頁

発
刊
部
数　

二
〇
〇
部

販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

文
化
財
係

　
�
�
２
１
１
１
内
線
３
０
８

▼
中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
�
�
２
０
０
５
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　４月24日の午後、北信濃ふるさとの森文化公園研修
室において、押し花教室が開催されました。当日は、
小さいお子さんから高齢者の方まで参加し、講師の伴
野敏子さんに教えていただきながら、額入り押し花や
小物掛け付きデザインフレームなどをつくりました。
　参加された皆さんは、それぞれ思い思いの一品を製
作し、春の有意義なひと時を過ごしていました。 高野辰之記念館のさくら

押し花教室

11　平成 １7 年５月　広報なかの

　４月24日、首都圏豊田村出身者の会総会が、東京都
で開催されました。
　今年の総会には会員62名が集まり、この日の会での解
散、ふるさと信州中野会への参加などが承認されました。
　この会は、平成２年にふるさと豊田村の発展に寄与
することを目的に発足し、学校への図書券寄贈など活
動を続けてきました。今後は９月にふるさと信州中野
会へ合流し、出身地の更なる発展のため活動を続けます。

首都圏豊田村出身者の会総会開催

消防団大観閲式
　４月29日、木島平村中央グランドで大観閲式が開催
されました。２年に一度行われるこの大観閲式は、岳
南と岳北地域の消防団員約２,０００人が参加。今回の式
には、合併により旧中野市と旧豊田村の消防団が、新
「中野市消防団」として参加し、団員の検閲を始め、
日ごろの操法・救護・ラッパの各訓練の成果などを観
ていただきました。

　４月24日、上今井諏訪社の春祭りが行われ、市指定
無形民俗文化財の上今井上諏訪社太々神楽が奉納され
ました。
　この祭りは、五穀豊穣を願って毎年行われています。
　最初に神事が行われ、その後12演目にわたって華麗
な舞が披露されました。

上今井諏訪社春祭り

今月の表紙

　市出身の作曲家である中山晋平先生の生誕祭が、４
月22日、中山晋平先生生誕地記念碑保存会により、生
誕地記念碑前で開催されました。
　この生誕祭では、記念碑の前で、地元のみなみ保育
園の園児が「シャボン玉」を、日野小学校の児童が
「背くらべ」と「あの町この町」を、そして全員で
「證城寺の狸囃子」を献歌として合唱し、晋平先生の
功績をたたえました。
　生誕祭終了後には、園児と児童が晋平記念館前で、
晋平先生の作曲した曲にもある「シャボン玉」にちな
んで、大小のシャボン玉を飛ばしていました。

信州中野 Ｉ Ｃ～豊田飯山 Ｉ Ｃ
４車線化完成式

▲はさみ入れが行われました

▲最後となった総会の様子

▲自分だけのオリジナル作品を一生懸命作りました

▼日野小学校の５年生が記念碑の前で合唱

　春の訪れとともに咲くさくらは、旧豊田村を象徴
するにふさわしい花として、村の花に制定されてい
ました。豊田地域では、至るところでさくらを見か
けることができ、各所で訪れた人々を出迎え、また、
多くの人たちの目を楽しませてくれます。
　高野辰之記念館のさくらは、市外から観光に来ら
れた方々にも楽しんでいただいていますが、豊田地
域に住んでいる人にとっては、それ以上に愛着があ
り、多くの皆さんに大変親しまれています。
（４月27日撮影）

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききできごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

▲演目「くらいの山・のどけき」
▼演目「扁舞」

中山晋平生誕祭

　4月29日、上信越自動車道信州中野ICから豊田飯山
IC間の４車線化完成式が、豊田文化センターにおいて、
日本道路公団北陸支社の主催により開催されました。
　式典では、今までの工事の経過が報告され、はさみ
入れとクス球開被が同時に行われ、大きな拍手がわき
ました。
　また、アトラクションとして、豊井ふるさと太鼓、
晋平少年少女合唱団、東吉田夢太鼓の皆さんによる演
奏･合唱が行われ、大きな音が会場いっぱいに響き渡
り、完成を祝いました。

▲豊井ふるさと太鼓の皆さんによる演奏

▼閲団や機械器具の検閲が行われました

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 中野陣屋・県庁記念
館。明治３年に県庁が
置かれていた場所。

�▲ (仮称)中央広場公園。イング
リッシュガーデンとして５月
28日に開園予定。

�▼ 温泉公園もみじ荘。志賀高
原の山並みを一望し、千曲川
を見下ろす露天風呂が自慢。

�▲ 替佐城跡。戦国時代
に武田系の山城だった
場所。市の指定文化財。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　毎年８月14日に、替佐分館の主催で盆
踊りが行われています。また、９月中旬
には、区の若い人たち（若連会）が神楽
を出して、役員の皆さんと一緒に区内を
一巡して神社に向かう行事（御祭礼）が
あります。
　替佐城跡の傾斜地に咲く桜も見物です。

　区が取り組んでいる主な行事に、祇園
祭（例年７月開催）があります。中町祭
祀団による樽神輿、そして３年に１度披
露される黒姫物語（華麗な衣装を身にま
とった殿様とお姫様が登場）が見物です。
　春と秋には、区民の安泰と繁栄、五穀
豊穣を祈念する祭りが行われています。

No.�

 中  町 区
なか まち

 替  佐 区
かえ さ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

豊田文化センター豊田文化センター
豊田支所豊田支所

豊田情報センター豊田情報センター
豊田保健センター豊田保健センター

替佐駅替佐駅

室内ゲートボール場室内ゲートボール場

��中野警察署中野警察署

��(仮称)中央広場公園(仮称)中央広場公園

��

��

商工会議所商工会議所

建設事務所建設事務所
��税務署税務署

��市民会館市民会館

��市役所市役所

��
信州中野郵便局信州中野郵便局

��陣屋・県庁記念館陣屋 ・ 県庁記念館

上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

��
替佐城跡替佐城跡

��
もみじ荘もみじ荘
��

豊井郵便局豊井郵便局

千千

��

曲曲 川川

��

��

��
��

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
豊
田
農
産
物
加
工

施
設
利
用
組
合
お
や
き
部
」 は
、平
成
十
年

十
二
月
か
ら
同
組
合
の
「
菓
子
部
」「
み
そ

部
」
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
十

一
名
ほ
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
旧
豊
田
村
の
特
産
物
を
生
か

し
た
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
お
や
き

部
で
は
、
商
品
名
を
『
ふ
る
さ
と
お
や
き
』

と
し
て
通
年
販
売
を
し
て
お
り
、
中
の
具

は
「
野
沢
菜
」「
大
根
ミ
ッ
ク
ス
」「
あ
ず

き
」
の
他
に
、「
な
す
」「
か
ぼ
ち
ゃ
」「
ズ

ッ
キ
ー
ニ
」「
り
ん
ご
」
な
ど
旬
の
野
菜
を

生
か
し
て
、
皆
さ
ん
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
で
大
変
な
こ
と
は
、
新
鮮
な

野
菜
を
い
か
に
早
く
お
や
き
に
す
る
か
で
、

作
業
は
時
間
と
の
戦
い
で
あ
り
、
ま
た
、

お
や
き
は
加
工
食
品
と
言
え
ど
も
長
期
間

保
存
す
る
た
め
の
も
の
で
な
い
た
め
、
製

造
個
数
の
見
極
め
も
大
切
で
あ
り
、
気
を

使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
組
合
の
代
表
で
あ
る
神
田
せ
つ
子

さ
ん
は
「
や
る
意
気
込
み
と
団
結
が
、
こ

の
活
動
を
支
え
て
お
り
、
今
後
は
新
製
品

の
開
発
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
、
活
動

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

豊田農産物加工施設
　利用組合 おやき部

vol.1

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡地区平岡地区

中野地区中野地区

永田地区永田地区

豊津豊津
地区地区

上今井地区上今井地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

おやき部長　前 澤 敦 子
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
恵
子
さ
ん
）
私
が
消
防
団
の
役

員
さ
ん
と
知
り
合
い
で
、
出
初
式

の
日
に
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ

に
彼
が
い
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら

十
日
目
ぐ
ら
い
に
彼
か
ら
告
白
さ

れ
て
付
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
三
年
三
か
月
ほ
ど

が
経
っ
て
、
結
婚
し
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
誠
さ
ん
）
話
し
や
す
そ
う
な
人

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
恵
子
さ
ん
）
印
象
に
残
る
人
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
結
婚

す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

�
お
互
い
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は

（
誠
さ
ん
）
よ
く
気
が
つ
い
て
く

れ
て
、
気
が
利
く
と
こ
ろ
で
す
。

（
恵
子
さ
ん
）
誰
に
で
も
接
す
る

態
度
が
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
。
そ

れ
に
自
分
を
飾
ら
な
い
と
こ
ろ
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
誠
さ
ん
）
飲
み
屋
に
寄
ら
な
い

で
、
ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
れ
る
家
庭

を
望
み
ま
す
。

（
恵
子
さ
ん
）
お
互
い
に
自
己
主

張
を
し
て
、
ル
ー
ズ
な
と
こ
ろ
も
、

し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ
も
、
今
と

変
わ
ら
な
い
ま
ま
過
ご
せ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

田　澤　　誠　  さん  （34歳）
　　　　恵　子  さん  （31歳）

（岩船）

No.1

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
大
リ
ー

グ
の
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
と
い
う
少
年
野
球
チ
ー
ム
に

入
っ
て
い
ま
す
。
四
年
生
の
こ
ろ
、

試
合
で
ぼ
く
は
ス
タ
メ
ン
に
入
れ

な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
お
父
さ
ん
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
や
、
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

や
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
ス
タ
メ

ン
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
年
生
で
は
、
一
年
間
毎
日
す

ぶ
り
を
百
五
十
回
や
り
通
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
「
百
五

十
回
な
ん
て
た
い
し
た
こ
と
な
い

や
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
「
め
ん
ど
く
さ
い
な
ぁ
」

と
か
、「
今
日
は
や
め
ち
ゃ
お
う
か

な
ー
」
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て

き
て
、
毎
日
続
け
る
こ
と
が
と
て

も
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も

が
ん
ば
り
続
け
た
お
か
げ
で
、
先

日
の
カ
ル
チ
ェ
杯
と
い
う
大
会
で
、

生
ま
れ
て
初
め
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
ち
ま
し
た
。
チ
ー
ム
も
ベ
ス
ト

８
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
う
れ
し
く
て
本
気
で
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
練
習
を

重
ね
て
、
松
井
秀
喜
選
手
の
よ
う

な
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
に
な
り

た
い
で
す
。

�
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ラ
ン�

中野小学校６年
丸山　大地くん

　４月９日から15日までの７日間、火災が発生しやす
い気候となる時季を迎え、春の火災予防運動が実施さ
れました。この運動に合わせて、初日の９日には消防
団婦人消防隊と自警団の総合訓練を市民体育館周辺で
実施。また、市内の各区でも、予防消防の一環として
様々な訓練が行われました。
　参加された皆さんは、救急・救命に関する訓練や消
火器などの取り扱いを体験することで、予防消防に対
する意識を高めていました。

自分たちの地域は
自分たちで守る

��
 

岩
井
区
で
は
火
災
予
防
・

防
火
訓
練
を
実
施
。
救
急
・

救
命
手
当
て
も
体
験 （　

日
）

17

��
 

市
民
体
育
館
周
辺
で
行
わ

れ
た
婦
人
消
防
隊
員
に
よ
る

消
火
訓
練
（
９
日
）

�

新新 婚婚 ささ
んん

出
会
い
は
消
防
団
の
出
初
式

　

今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
過
ご
し
て
い
き
た
い
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期
日　

６
月
３
日�

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３

30

時　

分
20

募
集
定
員　
　

名 
40

参
加
料　

無
料

見
学
場
所（
予
定
）　

中
央
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
東
山
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
中
山
晋
平
記
念
館
、

豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
、
豊
田
文
化

セ
ン
タ
ー
、
高
野
辰
之
記
念
館

そ
の
他　

昼
食
は
各
自
で
用
意

申
込
締
切　

５
月　

日�
20

　

次
世
代
を
担
う
子
供
達
の
育
成

を
支
援
し
て
い
く
た
め
策
定
さ
れ

た
「
子
ど
も
す
く
す
く
プ
ラ
ン
」

 （
中
野
地
域
版
）
及
び
「
子
育
て
支

援
計
画
」 （
豊
田
地
域
版
）
に
つ
い

て
、
計
画
の
協
議
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
委
員
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

５
月　

日�
〜

16

　

日�
31応

募
資
格　

（
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
）

①
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

②
次
世
代
育
成
支
援
（
子
育
て
支

援
、
少
子
化
対
策
等
）
に
関
心
が

あ
る
方

③
平
成　

年
６
月
か
ら
平
成　

年

17

18

３
月
ま
で
の
期
間
で
、
年
６
回
程

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
会

議
は
原
則
と
し
て
平
日
の
昼
間
を

予
定
）

応
募
方
法　

次
世
代
育
成
支
援

（
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
等
）

に
関
す
る
ご
自
分
の
お
考
え
を　
400

字
詰
め
原
稿
用
紙
１
〜
２
枚
程
度

に
ま
と
め
、「
中
野
市
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
協
議
会
委
員
応
募
」

と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の

年
齢
及
び
学
年
を
ご
記
入
の
う
え
、

市
役
所
厚
生
課
ま
た
は
豊
田
支
所

保
健
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

３
名

活
動
内
容　

委
員
会
会
議
へ
の
出

席
ほ
か
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
申
請

�
申
請
は
毎
年
度
必
要

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
在
学

期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を
猶

予
す
る
制
度
で
す
。
大
学
（
大
学

院
）、
短
大
、
専
修
学
校
等
に
在

学
す
る　

歳
以
上
の
方
で
あ
っ
て
、

20

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が　

万
118

円
以
下
で
あ
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

�
対
象
と
な
る
学
校
の
拡
大

　

平
成　

年
４
月
か
ら
学
校
教
育

17

法
に
規
定
す
る
各
種
学
校
（
一
年

以
上
の
課
程
に
限
る
）
及
び
、
国

内
に
所
在
す
る
海
外
大
学
の
日
本

分
校
（
文
部
科
学
大
臣
指
定
の
課

程
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
方
（
学
生
及
び
被
用
者

の
配
偶
者
）
で
、
障
害
基
礎
年
金

等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の

方
を
対
象
と
し
た
「
特
別
障
害
給

付
金
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
生
ご
み
堆
肥
化
機
器
助
成
金

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
や
減
量
化
の

た
め
、
生
ご
み
堆
肥
化
機
器
の
購
入

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
金
額　

生
ご
み
堆
肥
化
機
器

購
入
費
の
３
分
の
２
（
上
限
２
万
円
）

■
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金

　

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

中
野
市
内
で
公
共
下
水
道

又
は
農
業
集
落
排
水
の
区
域
外
に

あ
る
一
般
住
宅

補
助
金
額　

５
人
槽　

万
５
０
０

37

０
円
、
６
〜
７
人
槽　

万
８
０
０

43

０
円
、
８
人
槽
以
上　

万
５
０
０

55

０
円

　

な
お
、
平
成　

年
度
ま
で
は
前

21

記
に
加
え
て
さ
ら
に　

万
円
の
補

10

助
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
あ
わ
せ
、「
人
権
心
配

ご
と
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
人
権

の
問
題
、
土
地
に
関
す
る
こ
と
、

戸
籍
・
国
籍
の
問
題
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

期
日　

６
月
１
日�

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘

　

密
は
厳
守
し
ま
す
。

市
の
施
設
見
学

庶
務
課
秘
書
広
報
係（
内
線
２

１
２
）ま
た
は
豊
田
支
所
総
務

課
庶
務
係
（
内
線
１
１
４
）

�中
野
市
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
協
議
会

委
員
公
募

厚
生
課
児
童
係 （
内
線
２
９
３
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�

環
境
向
上
助
成
金
等

環
境
課
衛
生
係 （
内
線
２
４
５
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係 （
内
線
１
５
１
）

�

期
日　

５
月　

日�
28

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

銀
座
通
り

内
容　

高
校
生
中
心
の
バ
ン
ド
演

奏
、
ダ
ン
ス
発
表
な
ど

　

国
指
定
天
然
記
念
物
「
十
三
崖

の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地
」
で
、

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
を
観
察
し
、
そ

の
理
解
と
自
然
保
護
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
探
鳥
会
と
野
外
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

６
月
５
日�

集
合
場
所　

信
濃
竹
原
駅

受
付　

午
前
８
時　

分
〜
９
時

30

時
間　

午
前
９
時
〜　

時　

分

11

20

会
場　

十
三
崖
一
帯
（
夜
間
瀬
川

河
川
敷
）

講
師　

日
本
野
鳥
の
会
会
員
、
日

本
鳥
学
会
会
員
・
佐
野
昌
男
先
生
、

日
本
野
鳥
の
会
会
員
・
北
沢
善
政

先
生

講
演
会
演
題　

「
た
か
が
ス
ズ
メ
、

さ
れ
ど
ス
ズ
メ
」
―
ス
ズ
メ
学
へ

の
入
口
―
）

鳥
の
大
学

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

探
鳥
会 
・ 
野
外
講
演
会

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
内
線
３

０
８
）
ま
た
は
豊
田
支
所
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係 （
内
線
３
１
１
）

�

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
課
国
民
年
金
係
（
内
線

２
３
７
）・
豊
田
支
所
市
民
環

境
課
市
民
環
境
係
（
内
線
１

５
１
）
ま
た
は
長
野
北
社
会

保
険
事
務
所
（
０
２
６
（
2

4
4
）
４
１
０
０
）

�

人
権
心
配
ご
と

相
談
所

人
権
政
策
課
調
整
係
（
内
線

２
４
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所

市
民
環
境
課
人
権
政
策
係

（
内
線
１
５
０
）

�

第
１
回
T
H
E
★
若
者 
・

ま
ち
な
か
音
楽
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

内
線
２
７
２

�
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農
業
者
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら　

日
ま

30

で
に
、
現
況
届
を
農
業
委
員
会
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
現
況
届
の
用
紙
は
、

５
月
下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
豊
田
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
豊
田
分
室
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
、

「
中
野
市
を
元
気
の
出
る
ま
ち
」

に
す
る
活
動
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
事
業　

中
野
市
を
好
き

に
な
る
活
動
、
地
域
住
民
が
楽
し

く
な
る
活
動
、
子
ど
も
に
関
す
る

活
動
、
高
齢
者
に
関
す
る
活
動
、

障
害
者
に
関
す
る
活
動
な
ど

助
成
金
額　

１
件
当
た
り
上
限
３

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合

は
上
限
５
万
円
）

申
込
期
間　

５
月　

日�
ま
で

31

　

出
水
期
を
前
に
、
水
防
機
関
の

士
気
高
揚
と
水
防
技
術
の
向
上
、

あ
わ
せ
て
地
域
社
会
に
対
し
て
の

水
防
の
重
要
性
を
理
解
し
て
頂
く

た
め
に
、
千
曲
川
に
お
い
て
水
防

演
習
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
演
習
の
ほ
か
一
般
の
方

に
は
、
楽
し
み
な
が
ら
「
水
防
」

に
つ
い
て
学
ん
で
頂
け
る
よ
う
各

種
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

期
日　

５
月　

日�
（
入
場
無
料
）

28

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
０

30

時　

分
（
小
雨
決
行
）

30
場
所　

千
曲
市
野
高
場
地
先
（
千

曲
橋
上
流
左
岸
河
川
敷
）

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
本
年

度
１
回
目
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
家
族

や
経
営
者
の
方
を
対
象
に
、
家
族

や
事
業
所
に
い
る
外
国
籍
の
方
々

に
つ
い
て
の
相
談
も
応
じ
ま
す
。

期
日　

５
月　

日�
28

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
第

２
会
議
室

　

長
野
県
で
は
、
人
権
・
福
祉
に

関
す
る
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
専
門
的
な
立
場
か

ら
、
問
題
解
決
に
導
く
た
め
の
助

言 ・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す（
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）。

期
日　

毎
月
第
１ ・
２
・
３
木
曜
日

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

30

30

分
（
１
人
当
た
り　

分
以
内
）

30

相
談
の
予
約
等　

相
談
を
受
け
る
際

は
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

予
約
受
付
先　

長
野
地
方
事
務
所

厚
生
課 （�
０
２
６ （　

） ９
５
１
１
）

234

～農薬散布をされる方へ～
　いよいよ果樹園等への農薬散布が始まる時期になりました。
散布を行う際は、次のことを守り適正な散布を行ってください。
①農薬は、適正使用基準を守り、調合した液体は使い残しがな
いようにしてください。
②スピードスプレヤーや器具を洗浄した水は、道路や河川、排
水路には絶対に流さないでください。
③風のない日に散布するなど、他の作物や周囲への飛散に注意
してください。

農
業
者
年
金

現
況
届
の
提
出

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
２
２
）
ま
た
は
豊
田
支
所

豊
田
分
室
（
内
線
１
２
４
）

�

元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く
り

応
援
助
成
金
申
込
み
募
集

社
会
福
祉
法
人
中
野
市
社
会

福
祉
協
議
会

（　

）
３
１
１
１

26

�千
曲
川 
・ 
犀
川
連
合

水
防
演
習
開
催

国
土
交
通
省
北
陸
整
備
局
千

曲
川
河
川
事
務
所

０
２
６
（　

）
７
６
１
１

227

�

外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会
（　

）
４
０
８
４

26

�

　コンポスト化施設により製造した肥料なか
の「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
５月の販売日
11日�､15日�、25日�
６月の販売日
１日�、８日�、19日�、22日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ（500㎏）2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日前
までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から午後１時まで
問い合わせ先
下水道課管理係（内線２８１）または豊田支所下
水道係（内線１３７）

なかの「おすみちゃん」
（炭が入った有機肥料）

～５・６月販売のお知らせ～

※圃場条件、作業条件により料金を割増しできます。
問い合わせ先　農業委員会事務局（内線322）または豊田支所豊田分室（内線124）

平成１7年度農作業標準労賃・機械作業標準料金が決定

付　　　記
金額(円)

単  位作　　業　　名
豊田地域中野地域
750760１時間当り田 植

水　

田　

作　

業

750730〃一 般 作 業
7,4008,30010ａ当り耕 起

動力耕
転作業 8,000

6,960〃代 か き
5,500

運転者燃料付､植付けのみ8,4007,86010ａ当り田 植 機

農機具
　〃　、結束ひも付9,70010,820〃バインダー
　 〃　、ハゼカケもの基準10,10011,070〃ハーベスター
　〃20,00020,440〃自脱コンバイン

6,6006,40010ａ当り動 力 耕 転 作 業畑
作
業 アスパラガス、その他750730１時間当り一 般 作 業

1,4501,370１時間当り剪 定
果　

樹　

作　

業

750730〃摘 花 ・ 果
750730〃袋 掛 け
750730〃一 般 作 業

運転者燃料付､薬剤･補助者
別途3,7004,16010ａ当り

成木､１回Ｓ Ｓ 防 除 作 業

運転者燃料付、運搬料別途5,6505,660１時間当り１５ＰＳ以上バック
ホー　 　　　　〃5,0505,060〃１５ＰＳ未満

本機貸出し1,1201,120
10a当り肥 料 散 布 作 業

（マニアスプレッター） 運転者燃料付3,3103,310
長野労働局の定めによる菌 茸 作 業

人
権 
・ 
福
祉
法
律
相
談

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所

厚
生
課
（　

）
３
１
１
１

22

�

※1

※1 ※2

※3

※1…あぜこし料 圃場1枚当り300円
※2…荒代、 植代かきの2回仕上げ
※3…植代かきの1回仕上げ
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募
集
団
地　

松
川
団
地
（
中
野
市

吉
田
）、
和
田
団
地
（
山
ノ
内
町

平
穏
）（
募
集
は
各
団
地
１
戸
）

申
込
期
間　

５
月　

日�
ま
で

13

入
居
の
時
期　

６
月
１
日�

抽
選
日　

５
月　

日�
17

申
込
受
付
先
・
抽
選
会
場　

北
信

地
方
事
務
所
建
築
課

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月　

日�
27

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
30

会
場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野

対
象　

新
規
学
卒
者
（
来
年
３
月

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
卒
業
予
定
者
）

参
加
企
業　

約
１
２
０
社
予
定

　

里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
保
護
者
の
養
育
を
受
け

ら
れ
な
い
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭

に
預
か
り
、
あ
た
た
か
い
愛
情
と

家
庭
的
雰
囲
気
の
も
と
で
養
育
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

里
親
は
、
養
育
里
親
、
短
期
里

親
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
の
４

種
類
で
、
お
子
さ
ん
に
理
解
が
あ

り
、
里
親
に
な
り
た
い
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

満　

歳
以
上
の
心
身

20

と
も
に
健
康
で
、
千
曲
川
・
犀
川

に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛

護
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
。

業
務
内
容　

千
曲
川
・
犀
川
に
関

す
る
意
見
、
御
自
身
の
河
川
愛
護

活
動
の
報
告
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
情
報
、
そ
の
他
を
報
告
（
最

低
月
１
回
）
し
て
い
た
だ
く
仕
事

で
す
。

任
期　

平
成　

年
７
月
１
日
〜
平

17

成　

年
６
月　

日
ま
で

18

30

募
集
人
員　

若
干
名

報
酬　

月
額
４
５
８
０
円

応
募
締
切　

５
月　

日�
27

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙

希
望
」
と
記
入
し
、
郵
送
し
て
下

さ
い
。

応
募
先　

〒　

―　

長
野
市
鶴
賀

380

0903

字
峰
村　

番
地　

国
土
交
通
省
千

74

曲
川
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

　

多
様
化
す
る
道
路
の
役
割
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
道

路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
目
的

で
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　

７
月　

日�
11

応
募
資
格　

小
・
中
・
高
校
生

テ
ー
マ　

道
の
あ
る
風
景

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

中
野
高
等
学
校
で
は
、
全
校
で

学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
公
開
授
業
及
び

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

５
月　

日�
28

場
所　

中
野
高
等
学
校

時
間　

（
公
開
授
業
）
午
前
９
時　

分
〜

40

　

時　

分
、
午
前　

時　

分
〜　

10

20

10

30

11

時　

分
10

（
講
演
会
）
午
後
０
時　

分
〜
１

20

時　

分
30

講
演
会
講
師　

野
沢
温
泉
村
観
光

協
会
副
会
長　

森
行
成
さ
ん

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

60

か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

63

の
方

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
書
請
求
先　

信
濃
中
野
税
務
署

受
付
期
間　

６
月　

日�
〜　

日

21

28

�
（
土
・
日
は
除
く
）

試
験
日　

第
１
次
試
験　

９
月
４
日�

第
２
次
試
験　
　

月　

日�
〜　

10

13

20

日�
の
い
ず
れ
か
１
日

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
）

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
ソ
フ
ァ
ー
★
子
供
用
ベ
ッ
ド

★
エ
ア
コ
ン
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
自
転
車
★

足
踏
み
ミ
シ
ン
（
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
調
）
★
テ
レ
ビ
デ
オ
★
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
テ

レ
ビ
★
ラ
ジ
カ
セ
★
カ
ー
オ
ー

デ
ィ
オ
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★

箱
型
補
聴
器
★
プ
レ
ハ
ブ
物
置

★
ブ
ラ
ン
コ
★
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
用
も
み
の
木
★
双
子
用
ベ

ビ
ー
カ
ー
★
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

★
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
★
寝
袋
★
オ

ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
★
か
ん
じ
き
★
ピ
ア
ノ
用
イ

ス申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線　

）
２３８

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線　

）
ま
た

２３８

は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民

環
境
係
（
内
線　

）
１５１

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
物
・
欲
し
い
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

こ
に
掲
載
し
て
い
る
以
外
の
物

も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
月　

日
現
在
で
掲
載
）

18

★
小
学
生
用
自
転
車
★
木
製
ベ

ッ
ド
★
石
油
コ
ン
ロ
★
オ
ル
ガ

ン
★
冷
蔵
庫
★
小
引
き
出
し
★

入
浴
用
手
す
り
★
ベ
ビ
ー
ダ
ン

ス
★
除
雪
用
シ
ャ
ベ
ル
★
座
卓

★
水
槽
★
ベ
ビ
ー
カ
ー
★
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
★
ソ
フ
ァ
ー
ベ

ッ
ド
★
布
団
乾
燥
機
★
ス
タ
ッ

ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
★
ス
キ
ー
セ
ッ

ト
★
三
味
線

�
ゆ
ず
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所

建
築
課
（　

）
０
２
２
０

23

�北
信
地
域

合
同
就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

０
２
６
９
（　

）
８
６
０
９

62

�里
親
募
集

長
野
県
中
央
児
童
相
談
所

０
２
６ （　

） ０
４
４
１

228

�

道
の
あ
る
風
景
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
実
行
委
員
会

０
３ （　

） ６
０
７
８

3234

�

税
務
職
員 （
Ⅲ
種
）

採
用
試
験

信
濃
中
野
税
務
署
総
務
課

（　

）
３
１
５
１

22

�

河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
募
集

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事

務
所
占
用
調
整
課

０
２
６ （　

） ７
７
６
８

227

�

中
野
高
等
学
校

公
開
授
業 
・ 
講
演
会

中
野
高
等
学
校

０
２
６
９
（　

）
２
１
９
７

22

�
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「
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
イ
ベ
ン
ト
」

５
月　

日�
〜
６
月　

日�

28

12

※
バ
ラ
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、

様
々
な
展
示
を
行
い
ま
す
。

「 
綏  
陽 
会
書
道
展
」

す
い 
よ
う

５
月　

日�
ま
で

15

※
市
内
西
条
出
身
で
日
展
書
家

の
関
呉
心
先
生 （
本
名
・
関
悟
）

の
作
品
も
賛
助
出
品
さ
れ
ま
す
。

「
し
ゃ
く
や
く
写
真
展
」

５
月　

日�
〜　

日�

18

25

「
戸
塚
刺
し
ゅ
う  
横
田
徳
子

と
仲
間
展
」

５
月　

日�
ま
で

26

特
別
展「 
籐 
と 
蔓 
の
造
形
展（
バ

と
う 

つ
る

ラ
の
さ
さ
や
き
）」

５
月　

日�
〜
６
月　

日�

28

12

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

「
中
野
・
豊
田
の
民
具
展
」

５
月　

日�
ま
で

24

※
館
で
収
蔵
す
る
生
活
や
産
業

に
関
す
る
道
具
を
中
心
に
展
示

し
ま
す
。

「
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
イ
ベ
ン
ト
」

５
月　

日�
〜
６
月　

日�

28

12

※
バ
ラ
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、

様
々
な
展
示
を
行
い
ま
す
。

常
設
展
「
人
と
街
の
肖
像
」

５
月　

日�
ま
で

24

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
、
様
々

な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
個
性

豊
か
な
人
物
画
と
街
の
風
景
画

を
展
示
し
ま
す
。

中
野
小
学
校
旧
校
舎

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 16:30法律相談
毎月第１・ ３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)６月10日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)６月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室 図書館朗読室

( � 23 － 3955）
毎週火・木曜日
13:00 ～ 17:00

� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

り
や
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

中
野
地
域

●
５
月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

27

30

　

時　

分
・
東
山
団
地
集
会
所

11

30

●
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

13

・
東
山
団
地
集
会
所

豊
田
地
域

●
５
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

27

・
南
永
江
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
６
月
７
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

　

時　

分
・
梨
久
保
集
会
所

11

30

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
と
し
て
、
５
月
１
日
か
ら
５
月

７
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
憲
法
週

間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
「
法
」

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
平
成　

年
５
月

21

ま
で
に
施
行
さ
れ
る
「
裁
判
員
制

度
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
の

で
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
も
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

標
語

 「
憲
法
は
明
る
い
社
会
の
道
し
る
べ
」

　

皆
で
お
話
を
聞
い
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、
寝
た
き

憲
法
週
間

長
野
地
方
検
察
庁
企
画
調
整
課

０
２
６ （　

） ８
１
９
１

232

�

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

17

４
月　

日
ま
で
の
受
付
分
を

20

掲
載
し
ま
す

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
推
進
、
及

び
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て

市
内
各
保
育
園
へ
、

　

交
通
安
全
絵
本
（　

冊
）・

110

交
通
安
全
紙
芝
居
（　

冊
）

11

〈
長
野
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
様
〉

▼
長
丘
保
育
園
へ
、

　

色
紙
（
１
２
２
５
０
枚
）〈
東

京
都
江
東
区
・
武
田
浄
様
〉

▼
中
山
晋
平
記
念
館
ほ
か　

箇
10

所
へ
植
栽
の
た
め
、

　

花
株　

株
（
レ
ン
ギ
ョ
ウ
）

120

〈
吉
田
・
大
嶋
徳
一
様
〉

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

介
護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
く
ら
ぶ
）

高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
１
４
４
）

�



平成１7年５月　広報なかの  18

中野市役所 �0269(22)2111 FAX(26)0349  〒383-8614 長野県中野市三好町一丁目３番19号 �ホームページ　http:// w w w .city .nakano .nagano .jp/  
�Eメール info@city . nakano . nagano . j p �広報なかの 平成17年５月６日発行 �発行 中野市 �編集 総務部庶務課 �印刷 高錦堂印刷所

　すごくわんぱくな男の子で、
ウルトラマンの真似をして遊ぶ
ことが好きです。
　元気でたくましい子に育って
ほしいと思います。
（藤沢 和昭・淳子さん 松川）

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成17年４月１日現在） （平成17年４月１日現在）

 藤  沢  侑 輝   くん （３歳１か月）
ふじ さわ ゆう き

中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

予防接種

ツインキッズ

両親学級

育児教室乳幼児健康診査

期日／５月30日�
時間／午前10時30分～正午
会場／北信保健所中野支所
対象／双子をもつ保護者と子ども
内容／「みんなでつくって楽しく食
　　　べよう」
持ち物／エプロン、ふきん

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年１月１日～
　　１月31日生５月24日�

３か月
健 診

16年９月１日～
　　９月30日生５月25日�７か月

健 診

15年10月１日～
　　10月31日生５月27日�

１歳 
６か月
健 診

15年４月１日～
　　４月30日生５月23日�２ 歳

健 診

14年４月１日～
　　４月30日生５月26日�３ 歳

健 診

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

５月24日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年１月生まれ
※３か月健診時に行います。

日　本　脳　炎
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
６月６日�…中野(西条、 小田中、 東吉田)
　　７日�…中野(上記以外の地区)
　　８日�…日野、 延徳、 長丘、 科野、 倭
　　９日�…平野
　　10日�…高丘、平岡
<豊田保健センター >
６月３日�…豊田全域
　　27日�…豊田全域
１期初回＝３歳の幼児で、１～４
　　　　　週間隔で２回接種
１期追加＝初回接種後約１年を経
　　　　　過した後１回接種
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 　

象

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
６月14日�…中野、長丘、科野、倭
　　15日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、平岡
<豊田保健センター >
６月13日�…豊田全域
１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　（３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 　

象

期日／６月７日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

期日／６月３日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月
内容／むし歯予防とアゴの発育の話
　　　離乳食について

　６月は風しんの個別接種の実施月
です。
　対象者となる方は、５月中に医療
機関へ予約してください。（無料）
対象／12か月～36か月の幼児（7歳６
　　　か月未満まで接種可能）
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　視触診検診は６月29日～平成
18年１月20日、マンモグラフィ(
乳房Ｘ線)検診は、６月10日～12
月22日の間でそれぞれ行います。
　受診票は、後日、順次お送り
します。日程は受診票で確認し
てください。

乳がん検診を
申し込まれた方へ

人　口　４７,４９２人
　男　　２２,９００人
　女　　２４,５９２人
世帯数　１４,９５８戸

風しん

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

※合併により、上記の人口は４月号
　と同様の４月１日現在の数値です。



　

新
市
と
な
り
一
ヵ
月
。
豊
田

地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め

る
中
、
折
に
ふ
れ
郷
土
を
愛
す

る
思
い
を
耳
に
す
る
。
そ
し
て

ま
た
、
数
々
の
文
部
省
唱
歌
を

世
に
残
し
た
国
文
学
者
高
野
辰

之
博
士
を
、
郷
土
の
偉
人
と
し

て
尊
敬
の
念
を
払
う
姿
に
も
感
銘
を
覚

え
る
。
博
士
の
詩
に
託
さ
れ
た
望
郷
の

思
い
は
、
時
を
経
て
も
な
お
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
の
心
に
深
く
ふ
れ
、
愛
さ

れ
続
け
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
」
に
よ
せ

る
博
士
の
思
い
は
豊
田
地
区
の
皆
さ
ん

の
思
い
と
相
通
ず
る
。

　

当
中
野
市
は
、
博
士
に
縁
の
あ
る
作

曲
家
中
山
晋
平
先
生
を
輩
出
し
、
現
在
、

映
画
音
楽
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
久
石

譲
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
で
も
あ
る
。

音
楽
文
化
を
育
む
土
壌
が
こ
の
地
に
は

あ
る
。
そ
し
て
様
々
な
伝
統
文
化
が
息

づ
く
土
地
柄
で
も
あ
る
。
新
市
は
「
緑

豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気

な
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
目
指
し
て

い
る
。
文
化
が
香
る
風
土
と
ふ
る
さ
と

の
や
わ
ら
か
な
自
然
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
指
針
と
な
っ
た
。
ま
ず

は
音
楽
で
結
ば
れ
る
文
化
振
興
の
思
い

を
市
民
が
互
い
に
共
有
し
、
時
空
を
越

え
た
交
流
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｏ
）

１１ 文 化 な か の／05.５

写真講座開講――望遠レンズ、フィルター、ストロボ、三脚など「写真機材の使い方
　　　 　　の工夫」で「写したいこの一瞬の感じ」を撮ることに迫る

　

暮
ら
し
の
中
に
は
「
こ
の
時
」
と
い
う
場
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
。「
こ
の
時
」
と
は
、
心
を
こ

め
て
一
生
懸
命
に
行
う
時
だ
と
思
う
。「
学
ぶ
」

と
い
う
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

学
び
の
時
を
過
ご
し
行
け
ば
、
そ
れ
は
き
っ

と
自
分
に
と
っ
て
の
節
目
と
な
り
、
生
き
る
糧

に
も
。

　

学
び
舎
公
民
館
前
の
さ
く
ら
が
、
ほ
と
ん
ど

根
元
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
い
る
の

に
見
事
に
咲
く
の
を
見
た
。

　

さ
く
ら
に
は
、
満
開
の
た
わ
わ
な
「
花
の
時
」

も
、
ま
た
や
が
て
く
る
「
緑
の
時
」
も
命
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははは分分分分分分分分分分分分分分分分館館館館館館館館館館館館館館館館「「「「「「「「「「「「「「「「替替替替替替替替替替替替替替替替佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐分分分分分分分分分分分分分分分分館館館館館館館館館館館館館館館館」」」」」」」」」」」」」」」」◆こんにちは分館「替佐分館」

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささととととととととととととととととのののののののののののののののの歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史「「「「「「「「「「「「「「「「替替替替替替替替替替替替替替替替佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿」」」」」」」」」」」」」」」」◆ふるさとの歴史「替佐宿」

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププ紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介「「「「「「「「「「「「「「「「北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館◆グループ紹介「北部公民館

晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋晋平平平平平平平平平平平平平平平平ささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんををををををををををををををををししししししししししししししししののののののののののののののののびびびびびびびびびびびびびびびび歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌うううううううううううううううう会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」　　　　晋平さんをしのび歌う会」

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆いいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんん◆いきいきさん

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館フフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォトトトトトトトトトトトトトトトト◆公民館フォト

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののの伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板◆今月の伝言板

こ
の
時
を
精
一
杯
に
と

こ
の
時
を
精
一
杯
に
と

さ
く
ら
咲
く

　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
咲
く

季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節
のののののののののののののののの
ココココココココココココココココ
ララララララララララララララララ
ムムムムムムムムムムムムムムムム

季
節
の
コ
ラ
ム

中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市４４４４４４４４４４４４４４４４公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館のののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定中野市４公民館の講座予定
（（（（（（（（（（（（（（（（５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～～～８８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月月月））））））））））））））））　　　　　　　　　   （５月～８月）
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中野市公民館の中野市公民館の （５～８月）

市内４公民館で開催する５月から８月までの講座・教室などをご紹介します。

ねらい・目的事業区分

21世紀の入り口に立つ今こそ、我々はこれからどのように
生きていったらよいか。人間の根源的なところから問い深
め、豊かな心を育み幸福に暮らせる地域づくりに資する。

Ａ なかの21市民講座

中野市を中心とした地域の中から学習課題を掘り起こし
学び合っていく。Ｂ 地域学習

家庭、社会生活をより豊かに営むことを願い、くらしの趣
味的内容も含めて多様に講座を立ち上げ学び合っていく。Ｃ 生きがいづくり

21世紀、国際社会に通じる中野市民を目指して、基礎的な
教養を多面的な領域から学び合っていく。Ｄ 教養

子育て、家庭教育支援を中心にして、次代を担う中野市の
子どもの育成を願って取り組んでいく。Ｅ 教育

地域で活動している文化・芸術・芸能のグループ及び個人
の学習成果を発表し合い、地域の芸術・文化の振興を図る。Ｆ 文化祭

日程表 ※全講座とも受講料は無料です。（ただし、一部の講座は材料費などが実費負担となります。）
※開催のお知らせ・募集などは、その都度文化なかの「今月の伝言板」でお伝えします。

事業
区分

主管
館名対　象内　　容講座・教室名時間日付

Ｅ西部就園前の子ども
とその家族

リズム遊びや指遊びなどを行い、子
どもの表現力を高めます。（10月25
日まで全12回、毎月第2･4火曜日）

親子リトミック教室 （前期）

　　

10:00～
12:00  

 ５月　　
10日～

Ｃ中央
毛筆で書く経験
の少ない方、書
道初心者

筆書きする際に困惑しないため、毛
筆に親しむ講座です。（6月22日ま
で全6回、毎週水曜日）

生活の中の書13:30～
15:30  11日～

Ｅ北部小学生とその家族
親子で様々な自然体験活動などを
行います。（平成18年1月7日まで全
8回予定、不定期、土曜日）

子ども教室【あるある探
検隊】

 9:00～
11:30  14日～

Ｃ中央料理に興味のあ
る方

毎日の食卓に生かせるような家庭
料理の調理実習を行います。（10月
21日まで全6回、毎月第3金曜日）

料理教室 9:30～
12:30  20日～

Ａ中央
小学校高学年以
上で音楽に興味
のある方

オペラ歌手に導かれて歌う楽しさ、
感動を共有し合う講座です。（8月
27日まで全7回、概ね日曜日）

なかの21市民音楽講座10:00～
12:00  22日～

Ｂ中央地域史に興味の
ある方

地域の歴史ある文化財を訪ね歩き､
地域の個性を再発見します。（7月
12日まで全4回、不定期、火曜日）

ふるさと歴史探訪10:00～
12:00  31日～

Ｃ中央市内に在住・在
勤されている方

身近な観葉植物を暮らしにとり入
れ、彩り豊かな生活を送るとともに、
興味を広げていただく。（年1回）

ガーデニング教室13:30～
15:00  

６月   
7日

ただいま募集中！

ただいま募集中！

いろいろな講座が
あるんだね。
参加してみたい！

こ う ざ



３３ 文 化 な か の／05.５

事業
区分

主管
館名対　象内　　容講座・教室名時間日付

Ｅ中央
育児中のご家族、
これから育児を
される方

子育ての不安や悩みについて、いっ
しょに学び合う家庭教育学級です。
（10月17日まで全8回、不定期）

おかあさんのおひざ

 

10:00～
11:30  

 ６月　
15日～

Ｄ中央古典文学にふれ
てみたい方

文学の最高峰「源氏物語」を読み味
わいます。
（8月2日まで全6回、毎週火曜日）

源氏物語を読み味わう10:00～
12:00  28日～

Ｆ中央市内に在住・在
勤されている方

地域の芸術・文化を振興し、市民同士
の交流と憩いの場にします。（年1回）第25回市民作品展 9:00～

18:00  
 ７月　
16～18日

Ｃ中央登山初心者、登
山愛好家

登山に親しむとともに、山や自然へ
の理解を深めていただく。（年1回）第35回市民登山教室―下旬

Ｅ中央親子や家族、友
人同士

きり絵の作品づくりを楽しみなが
ら、親子や友人との交流を深めます。

（年1回）

夏休みふれあいきり絵
教室

 9:30～
12:00  

 ８月　
1日

―豊田豊田地区の新成人新成人の輝かしい門出を、市全体で
お祝いします。（年1回）豊田地区成人式 9:30～

11:00  15日  

Ｄ中央古典文学にふれ
てみたい方

日本最古の歌集｢万葉集｣を通じ古典
文学に親しんでいただく講座です。
（9月27日まで全6回、毎週火曜日）

万葉集を読み味わう10:00～
12:00  23日～

ただいま募集中！

ただいま募集中！

４月から始まった講座も随時受講できます！
◆日本語教室（中央公民館、本頁 左記参照）
◆北部公民館晋平さんをしのび歌う会

　　（北部公民館、4頁「グループ紹介」参照）

◆初級英会話教室 （中央公民館、 5頁 「公民館フォト」 参照）
◆パソコンふれあいサロン（中央公民館、 同上参照）
◆高齢者大学（中央公民館、 18年3月まで全18回）

公民館の子ども事業
　公民館で３年間取り組んだ「チャレンジ子ども教室」
の成果と反省に立って、今年度は中野市の子どもの生
活の実態を深く見つめて、社会での子どもの育成をど
うすればよいのか考えていきます。昨年実施した子ど
も事業を今年も同じく繰り返し、子どもがどんな力を
つけたのか見定めることもなく事業を展開していった
のでは、地域の大人の子育てに対する責任を果たして
いることにはなりません。
　そんな思いから中野市の子どもは今何を考え、何に
興味関心をもって生活しているのか、無意識の中にも
発達を阻害されていることは何かなど、地域で生活し
ている子どもたちを深く理解した上で、どんな事業を
すればよいのか導き出していきたい。このことを地域
の教育実践者や、子ども育成への強い願いをお持ちの
方々に専門委員としてお願いし、調査研究をして平成
18年度に向けての準備し、子どもに根ざした事業を立
ち上げ実践していきます。

日
本
語
教
室

　

母
国
を
離
れ
日
本
で
生
活
す
る
方
に

と
っ
て
、「
日
本
語
を
話
す
・
読
む
」
こ

と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
皆

様
の
学
習
の
一
助
に
と
、
中
央
公
民
館

で
は
日
本
語
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
献
身

的
に
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
受
講
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
は
、
日
本
語
の
語
学
能
力
を
習
得

し
よ
う
と
、
毎
回
熱
心
に
学
習
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

教
室
は
、
昼
と
夜
の
時
間
帯
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

 〈
昼
〉 毎
週
火
曜
日
午
後
一
時
三
〇
分
〜

 〈
夜
〉 毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
〜

講座・教室に関するお問合せ先
◆中央公民館
　　電話 ２２－２６９１　有線 ２０６９１
◆北部公民館
　　電話 ２６－０６７７　有線 ２８８７８
◆西部公民館（西部文化センター）
　　電話 ２３－１０２４　有線 ２６６７４
◆豊田公民館（豊田文化センター）
　　電話 ３８－２９２２
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

こ
の
度
の
合
併
に
よ
り
、
豊
田
村

公
民
館
は
中
野
市
豊
田
公
民
館
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
豊
田
公
民
館
替
佐
分

館
の
一
年
間
の
行
事
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
四
月
に
は
、
替
佐
城
跡
駐
車

場
の
整
備
と
し
て
、
ト
イ
レ
の
清
掃

・
駐
車
場
の
清
掃
・
遊
歩
道
の
ゴ
ミ

拾
い
等
を
行
い
、
訪
れ
た
方
に
爽
や

か
な
印
象
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
に
は
区
民
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大

会
を
行
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

試
合
を
行
い
、
毎
年
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
ま
す
。

　

八
月
に
入
る
と
、
お
盆
に
夏
祭
り

『
替
佐
こ
ら
っ
し
ゃ

え
』。子
ど
も
た
ち
と
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
太
鼓

演
奏
・
盆
踊
り
、
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
あ
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
を
行

い
、
夜
店
も
出
て
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

特
に
帰
省
客
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
、
例
年
文
化
祭
を
行

い
ま
す
が
、
昨
年
は
台
風
に
よ
る
大

雨
の
影
響
で
水
害
が
発
生
し
た
た
め

中
止
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
水
害

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

も
な
く
文
化
祭
が
運
営
出
来
ま
す
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

替
佐
分
館
主
事　

宮
沢　

國
治

　

北
部
公
民
館
晋
平
さ
ん
を
し

の
び
歌
う
会
は
、『
郷
土
が
生
ん

だ
中
山
晋
平
先
生
が
作
曲
さ
れ

た
三
千
曲
余
り
の
作
品
を
懐
か

し
み
歌
お
う
』
と
、
平
成
十
五

年
度
に
北
部
公
民
館
の
主
催
事

業
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

毎
月
一
回
、
原
則
と
し
て
第

三
金
曜
日
午
後
七
時
三
〇

分
か
ら
八
時
三
〇
分
に
、

『
構
え
ず
、
気
取
ら
ず
、

飾
ら
ず
』
に
楽
し
く
合
唱

を
し
て
い
ま
す
。
女
性
を

中
心
に
年
齢
層
は
八
〇
歳

代
の
方
ま
で
幅
広
く
、
会

員
は
現
在
四
〇
名
程
お
り

ま
す
。
八
代
先
生
の
指
導

で
、
小
林
先
生
の
伴
奏
に

の
せ
て
練
習
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
秋
に
開
催
さ

れ
た
第
十
七
回
北
部
公
民

館
文
化
祭
の
芸
能
祭
に
も

出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

初
め
て
ス
テ
ー
ジ
で
合
唱

発
表
を
さ
れ
た
方
も
お
り
、

緊
張
感
と
歌
い
終
え
た
と

き
の
楽
し
さ
が
た
ま
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
、
豊
田
童
唱
す
み
れ

会
と
交
流
会
を
も
ち
な
が
ら
、

高
野
辰
之
先
生
の
歌
や
季
節
の

歌
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
交
流
の
輪

を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歌
う
会
で
は
、
ご
参

加
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
は
北
部
公
民
館
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
本
）

北
部
公
民
館

 
晋
平
さ
ん
を

　

し
の
び
歌
う
会

替 佐 分 館

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

替
佐
は
飯
山
街
道
（
飯
山
〜
神
代
）

の
宿
場
と
し
て
発
展
し
た
村
で
あ
る
。

飯
山
街
道
は
善
光
寺
道
と
も
い
わ
れ
、

飯
山
・
替
佐
・
浅
野
・
神
代
に
宿
場

が
あ
っ
た
。
宿
場
は
旅
人
の
宿
泊
と

荷
物
の
継
ぎ
立
て
の
役
目
が
あ
っ
た
。

　

替
佐
の
軒
並
は
、
南
北
に
ほ
ぼ
真

っ
直
ぐ
に
の
び
る
街
道
に
沿
っ
て
両

側
に
密
集
し
て
い
る
。
街
道
の
両
端

に
川
が
流
れ
、
一
方
は
荷
物
運
搬
の

馬
の
飲
用
水
、
一
方
は
防
火
用
水
で

あ
っ
た
と
い
う
。
集
落
は
北
か
ら 
上 かみ

 
宿 
じ
ゅ
く

・
仲
町
・ 
下 しも 
宿 
と
よ
び
、
宿
駅
に

じ
ゅ
く

ふ
さ
わ
し
い
名
前
が
つ
い
て
い
る
。

上
宿
に
は
一
里
塚
も
あ
っ
た
。

　

殿
様
な
ど
が
宿
泊
す
る
本
陣
、
荷

物
・
公
用
書
状
な
ど
を
取
り
扱
う
問

屋
は
、
旧
役
場
の
近
く
に
あ
っ
た
と

伝
え
て
い
る
。
旅
人
用
の
旅
篭
も
数

軒
あ
っ
た
。
替
佐
は
ま
た
、
千
曲
川

通
船
の
船
着
場
で
も
あ
っ
て
、
下
宿

の
旧
旅
篭
に
通
船
の
時
刻
表
が
残
っ

て
い
る
。

　

明
治
十
六
年
（
一
八
三
三
）
県
の

調
査
に
は
、
旅
篭
六
軒
・
仲
買
と
小

売
商
二
十
四
軒
・
牛
馬
会
社
・
銀
行

・
煮
売
屋
飲
食
店
五
軒
・
職
工
十
六

人
な
ど
と
あ
る
。
町
場
的
な
職
業
が

多
く
あ
り
、
江
戸
時
代
の
替
佐
宿
の

繁
栄
が
し
の
ば
れ
る
。　
 
河
野　

実

替

佐

宿



　

絵
本
の
表
紙
を
め
く
る
と
、
そ

こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
話
の
世
界

が
広
が
っ
て
い
る
。
時
に
そ
っ
と

絵
本
を
揺
す
っ
て
み
た
り
、
絵
と

語
り
口
に
ど
の
子
も
真
っ
直
ぐ
な

表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
る
。

　

や
さ
し
い
眼
差
し
で
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
の
は
、
お

話
と
音
楽
、
そ
し
て
子
ど
も
が
大

好
き
な
小
野
智
恵
子
さ
ん
。

　

専
門
学
校
卒
業
後
、
養
護
施
設
、

０
歳
児
保
育
、
ピ
ア
ノ
教
室
、
合

唱
団
、
お
話
し
会
等
々
を
経
歴
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
あ

ふ
れ
る
思
い
は
、
歩
ん
で
き
た
人

生
が
そ
の
も
の
が
物
語
っ
て
い
る
。

　

―
―
絵
本
は
、
０
歳
児
か
ら

　
　
　

お
年
寄
り
ま
で

　

―
―
絵
本
は
、
心
を
洗
い
、
解

　
　
　

き
放
し
て
く
れ
る

　

―
―
絵
本
は
、
皆
の
気
持
ち
が

　
　
　

ひ
と
つ
に
な
る

　

忙
し
い
時
こ
そ
「
ホ
ッ
！
」
と

で
き
る
時
間
が
必
要
。
同
じ
本
を

何
度
も
読
ん
で
と
い
う
子
は
、
そ

の
世
界
に
何
度
も
浸
り
た
い
と
い

う
現
れ
。
大
人
に
な
っ
て
、
幼
い

頃
に
読
ん
だ
絵
本
を
手
に
と
っ
て

み
た
時
、
そ
の
頃

の
自
分
と
出
会
っ

て �
キ
ュ
ン
！�
と

な
り
、
ま
た
元
気

が
出
て�
が
ん
ば

る
ぞ
ー
！�
と
い

う
力
が
湧
き
出
て
く
る
。
絵
本
の

も
つ
力
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
小
野
さ
ん
は
読
書
指
導

員
と
し
て
、
小
学
校
で
大
好
き
な

子
ど
も
た
ち
に
大
好
き
な
絵
本
を

読
み
聞
か
せ
る
日
々
を
送
っ
て
い

る
。�
お
話
し
活
動�
を
自
分
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、夢
は�
絵

本
に
囲
ま
れ
た
誰
も
が 「
ホ
ッ
！
」

と
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
。
そ
れ

か
ら
…
。�
夢
は
絵
本
の
よ
う
に
無

限
に
広
が
り
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｐ
）

 �
夢
は
果
て
し
な
く�

　
　
 
小
野
智
恵
子
さ
ん

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■■■■■

　今年も中央公民館では「パソコンふれあいサロン」
を開設しました。パソコンやインターネットを使って
みると、操作や機能などわからないことがいろいろあ
ります。その疑問に指導員がお答えしたり、利用者同
士交流していただくのがこのサロンの目的。手持ちの
パソコンの持ち込みもＯＫです。（原則として祝日を除
く月曜日午後１時30分～４時30分）

　４月19日から中央公民館初級英会話教室が始ま
りました。中学生をはじめ50名余の皆さんが受講
されています。初回には受講生同士が英語で質疑
するミニゲームで盛り上りました。外国人講師に
よる生きた英語を習得する絶好のチャンスです。
ぜひ一度足をお運びください。（毎週火曜日午後７
時～９時）

５５ 文 化 な か の／05.５

公民館フォト

■■■■■

　４月12日、中高地区の分館役員が一堂に会し研修会
が行われました。
　基調講演では、講師の元飯田市公民館職員の木下巨
一先生の公民館活動の中から、「楽しく活動しながらも、
どこかで地域や社会に役立つ活動を進めていく」「国際
化が進む中、互いの違いを楽しみながら認めあう関係
が築ける活動を」などお話されました。また、分散会
・分科会ではレポート発表をもとに分館活動のあり方
を討議しました。

使って広がるＰＣＰ Ｃワールド ＨＨow do you do ？

よりよい 分館分館 活動を目指して
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今月の伝言板

■家庭教育学級 「おかあさんのおひざ」
　“子育て中の皆さんのお役に立ちたい”こんな
願いでの講座です。子育ての不安や悩みについて
いっしょに学びあいましょう。お気軽にお申込み
ください。
期　日　６月15日(水)､30日(木)､７月29日(金)､
　　　　８月11日(金)､９月９日(金)､21日(水)､
　　　　10月４日(火)､17日(月)（全８回）
時　間　午前10時～11時30分
場　所　中央公民館
内　容　しつけや健康についての
　　　　お話、おしゃべり会、おや
　　　　つ作り、保育園へお出かけなど
対　象　育児中のご家族、これから育児をされる方
定　員　親子20組（託児もございます）
受講料　無料（ただし、おやつ作り時には食材費
　　　　として500円程度を実費負担）
申込み　５月16日(月)から受付します。

■教養講座  「源氏物語を読み味わう」
　文学の最高峰
「源氏物語」を
読み味わう講座
です。千年の時
を越えた華麗な
平安朝の世界へ
と皆さんをいざ
ないます。今年

は「末摘花」から入ります。
期　日　６月28日～８月２日まで毎週火曜日 （全６回）
時  間　午前10時～午後０時
場　所　中央公民館
講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫　先生
定　員　50人　　　受講料　無料
持ち物　原文が書かれている本
申込み　５月16日(月)から受付します

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
http://www.city.nakano.nagano.jp/kominkan

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

内　容　中野きりえの会 会員作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

き りえ作品展

　月の展示コーナー

■なかの21市民音楽講座
　“オペラ歌手に導かれて歌う楽しさを”も、３
シーズンを迎え、今期の申込み期限も間近に迫り
ました。初めての方大歓迎です。お気軽にご参加
ください。
期　日　５月22日、 ６月19日、 26日、 ７月24日、31日、
　　　　８月21日、 27日 （8月27日を除き全て日曜日）
　　　　(全７回)　午後１時30分～３時30分
場　所　中央公民館 講堂
講　師　オペラ歌手、東京学芸大学助教授
　　　　　小林 大作　先生
内　容　｢ふるさと｣､「ラシーヌの雅歌（フォー
　　　　レ作曲）」を中心に歌います
受講料　無料
対　象　中野市民（小学校高学年以上）
申込み　５月12日(木)まで

■家庭教育学級 「親子リ ト ミ ック教室 （前期）」
　就園前のお子
さんとお母さん
のための教室で
す。リズム遊び
や指遊びなどを
行います。
　教室では…
　◆集団生活に自然に慣れることができます。
　◆遊び感覚で音に対する集中力を高めます。
　◆判断力・反応力・創造力・想像力を高めます。
期　日　５月10日～10月25日まで毎月第2 ・ 4火曜日
時　間　午前10時～午後０時
場　所　西部公民館
受講料　無料　　申込み　不要（受講時に受付します）
その他　家庭教育学級の他に、親子料理教室（乳

幼児メニュー、栄養指導）、親子パン作り
教室、ものづくり・やしょうまづくり教
室などの教室も予定しております。

５
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中野市勤労青少年ホーム
〒383-0025
　中野市三好町１丁目４番２７号
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　有線  ２０６７５（代）
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中野市勤労青少年ホームだより

１　 平成１7年５月　ちょうげんぼう
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今年度も利用者の会が企画運営して、様々なイベントを行
ってきました。それらの一部を紹介します。

　11月にホーム祭、作品展が開
催されました。夜には交流会を
行い、松本ホーム・塩尻ホーム
からも数名来られ、皆で楽しみ
ました。

　当日は、はじめての大会参加
ということもあり、結果はいま
いちでしたが、皆で楽しく体を
動かしました。

ホーム祭 ・ 交流会 ソフトバレーボール大会

スキー ・ スノボ交流会

11/13,14 3/3

２月19・20日に野沢温泉スキー場
にてスキー・スノボ交流会が行わ
れました。当日は皆それぞれ思い
思いに滑り、夜の交流会では他ホ
ームの人たちとゲームをしたり、
楽しく過ごしました。

　今年度もいろいろな講座を計画し、様々

な楽しいイベントも企画しておりますので、

皆さん、ぜひ気軽にお立ち寄りください。

～勤労青少年ホーム運営委員会会長～勤労青少年ホーム運営委員会会長
春 原 一 幸 あいさつ～　　春 原　一 幸　　あいさつ～

５月初：前期講座受講生募集５月初：前期講座受講生募集
６月初：前期講座開講６月初：前期講座開講
６月中：ボーリング交流会６月中：ボーリング交流会
７月中：バーベキュー交流会７月中：バーベキュー交流会
８月中：スポーツ交流会８月中：スポーツ交流会
９月中：リーダー研修会９月中：リーダー研修会
９月中：後期講座受講生募集９月中：後期講座受講生募集
10月初：後期講座開講10月初：後期講座開講
11月中：ホーム祭＆作品展11月中：ホーム祭＆作品展
12月中：クリスマス交流会12月中：クリスマス交流会
１月以降：スキー，スノボ交流会１月以降：スキー，スノボ交流会

勤 青 ホーム平成17年度の予定

このほかにも楽しい交流会計画中!!



内　　容定　員教材費回数曜日講　座　名

もう少し上達したい貴方に、丁寧に指
導します。

１２名1000円
８回
第2,4週

月曜日
６/13～書  道（中級)

就職・転職・バイトに有利な経理の技
能をわかり易く指導します。３級取得
を目指して!!婦人の家と共催します。

６名実　　費
12回
毎週

火曜日
６/７～簿 記

「いけばな」を通じ、日本の伝統文化
を見つめ直しませんか。

１２名8000円
８回
第1,3週

火曜日
６/７～華 道

今年から始める新しい講座です。格闘
技系エクササイズで、ストレス解消と
ダイエットを！

１６名実　　費
８回
毎週

火曜日
８/２～ボクササイズ

焼きたてで気軽に家でもできるパンとデ
ザートのお菓子作りを優しく指導します。

１６名4800円
６回
第1,3週

水曜日
６/１～

手作りパン・
洋 菓 子

当ホーム人気ナンバーワンの講座です。
初心者から経験者まで健康的にシェイ
プアップ！

２０名実　　費
９回
第2,4週

水曜日
５/25～エアロビクス

新規講座です。初心者大歓迎！日ごろ
の運動不足の解消にいかがですか。

１６名実　　費
10回
毎週

水曜日
６/１～

ソ フ ト
バレーボール

外国講師との英会話を体験しながらの
初心者向けのレッスンです。

１６名実　　費
15回
毎週

木曜日
６/２～英 会 話 Ａ

簡単な英会話を覚えて国際人を目指そ
う!上記講座とセットで受講も可。

１６名実　　費
15回
毎週

木曜日
６/２～英 会 話　 Ｂ

茶の湯とは…茶道の楽しさ・素晴らし
さに触れてみませんか。

１２名1600円
８回
第2,4週

木曜日
６/９～茶 道

素敵なアクセサリーを貴方の手で作っ
てみませんか。婦人の家と共催します。

８名6000円
６回
第1,3週

木曜日
６/２～アクセサリー

初心者向けに、祝儀袋・年賀状など、
暮らしの筆文字を丁寧に指導します。

１２名1000円
８回
第1,3週

金曜日
６/３～暮らしの書道

平成１7年５月　ちょうげんぼう  ２

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している概ね３０歳までの勤労青少年

◎申込方法…５月９日以降随時、勤青ホームへお出かけのうえお申込みください（先着順）

◎経　　　費…教材費とホーム利用者の会,年会費1,000円

※メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受付け致しません。

～お知らせ～

中野市勤労青少年ホームのＨＰ、随時更新中です。平成16年度利用者の会の活動やサークル活動等、

掲載しておりますので、ぜひご覧ください。　ホームページアドレスはこちら↓

http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

お問合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269-22-2691（土 ・ 日 ・ 祝日を除く午後1時～午後10時）

E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp
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中野市働く婦人の家
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１　 平成１7年５月　働く婦人の家だより

　毎年、えびす講にあわせて、利用

者の会の作品展を開催しています。

　昨年は、お花のサークルが増え、

とても華やかな作品展となりました。

第
十
五
回
利
用
者
の
会

作
品
展
の
様
子



平成１7年５月　働く婦人の家だより  ２

・日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。

・働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催したり、

職業生活や家庭生活に関する相談を受けます。

・育成サークル（講座卒業生）、自主サークルの活動の場として、ご利用いた

だけます。

ササークル活動を始めたい方、また、一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。ークル活動を始めたい方、 また、 一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。

って…？働 く 婦 人 の 家

　16年度後期は、簿記講座やアクセサリー講座をはじめ、12の講座を開催しました。簿記、陶芸、

創作土びな、アクセサリーは勤労青少年ホームとの共催でしたが、どの講座にもたくさんの申込

みをいただきました。その他に、男女いきいき生活講座を12月に開講し、こちらも大勢の皆さん

に参加していただきました。

　17年度前期講座については、４ページに掲載していますのでご覧ください。

　簿記講座には、多くの方の申し込みをいた
だき、みなさんとても熱心に勉強されていま
した。
　12回だけでは、３級取得には届きませんが、
今後も続けて頑張ってほしいと思います。

簿
記
講
座

　アクセサリー講座では、ビーズのアクセサ
リーと、シルバークレイを使ったアクセサリ
ーに挑戦しました。みなさん真剣に取り組ん
でいて、出来上がった物を身につけて喜んで
いました。

ア 
ク 
セ 
サ 
リ 
ー 
講
座

　最近、人気のそばうち。自分で打ったおそ
ばで年越しなんていうのもいいですよね。乾
燥しないように手早く打つのは難しいけれど、
家でも何回かやってみればコツをつかんで慣
れてくるのではないでしょうか。

そ
ば
う
ち

　最近、人気のそばうち。自分で打ったおそ
ばで年越しなんていうのもいいですよね。乾
燥しないように手早く打つのは難しいけれど、
家でも何回かやってみればコツをつかんで慣
れてくるのではないでしょうか。

そ
ば
う
ち

　お刺身は好きだけれど、自分でさばくのは
ちょっと…と思っている方多いと思います。
今回は、いなだをさばきました。先生のよう
にうまくはいかないけれど、満足して帰って
もらえたのではないでしょうか。

魚
の
さ
ば
き
方



３　 平成１7年５月　働く婦人の家だより

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花ククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ生け花クラブ
　生け花クラブでは、毎月２回、四季
折々の花を皆で楽しく生けています。
　ぜひ一緒にお花を楽しみませんか。
　北斗流です。

活動日時

　毎月第２・４水曜日

　夜　７時から

オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシススススススススススススススススススススのののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会オアシスの会
　オアシスの会では、月２回フラワーアレンジメント
を楽しんでいます。
　ぜひ、一緒に楽しみませんか。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道のののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会小筆書道の会
　暮らしの中では、筆を持つ機会が
結構あります。
　一緒に筆に慣れ親しんでみませんか。

活動日時

　毎月第２・４火曜日

　夜　７時から

筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆ああああああああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびのののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会筆あそびの会
　最近は、パソコンや携帯電話のメールでのやり取り
が多くなり、自筆での手紙が少なくなってきたように
思います。だからこそ、心を込めて絵手紙を書いてみ
ませんか。
　男性の方もお待ち
しています。

活動日時

　毎月第１金曜日

　夜　７時から

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフララララララララララララララララララララワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜フラワーサークル秋桜
　フラワーアレンジメントを始めてみませんか！
お花の好きな方、初めての方も一緒に楽しみまし
ょう。
　体験参加もできます。

活動日時

　毎月第２・４月曜日

　夜　７時から

活動日時

　毎週金曜日

　午前10時半からと

　午後２時から

サークルへのお申し込みは、サークルへのお申し込みは、

働く婦人の家までお願いします。働く婦人の家までお願いします。

　初心者を対象にパソコ
ン体験コーナーを設けて
います。
　一人ではわからなくて
嫌になってしまうことも、
仲間と一緒なら頑張れるのではないでしょか。
どんどんチャレンジしましょう。(講師はつき
ません。 職員が相談に応じます。 )
利用日時　５月16日から毎週月曜日(祝祭日
　　　　　を除く)
　　　　　午後６時から９時まで
利用方法　前の週の金曜日までに婦人の家へ
　　　　　申し込んでください。
　　　　　(先着順６名)
使 用 料　無料

ＰＣサロンの開設
婦人の家から



内　　　容持ち物教材費定員日程・時間講座名
就職に何かと役に立つ簿記資格。
まずは３級合格を目指して頑張
りましょう。勤青ホームと共催
です。

筆記用具実費６
６月７日から12回
毎週火曜日
夜７時から

簿 記

職
業
講
座

手軽な運動で心も体もリフレッ
シュ！運動を始めるチャンスで
す。快適な体を一緒に作ってみ
ませんか。

室内靴
バスタオル
飲み物

実費20
６月６日から７回
毎週月曜日
夜７時から

リフレッシュ
エクササイズ

健
康
講
座

ゼリーやエクレア、和菓子など、
簡単に手作りできるおやつを教
えていただきます。

エプロン2,000円12
６月６日から４回
第１月曜日
夜７時から

おやつづくり

生　
　
　

活　
　
　

講　
　
　

座

『丈夫な山野草を育てよう』を
テーマに、山野草の育て方を教
えていただきます。

筆記用具300円
花代は実費10

５月31日から５回
第１火曜日

午後１時半から
山 野 草

花瓶に生けるのではなく、剣山
に生けるといつもとは違った雰
囲気になりますよ。

はさみ5,000円10
６月14日から５回
第２・４火曜日
夜７時から

華道（池坊）

基本の浴衣から小紋まで。今年
の夏は、浴衣でお祭りに出かけ
ましょう。

浴衣・半幅
帯・帯板・
腰紐・伊達
締め・クリ
ップ　　　

実費10
６月１日から10回
毎週水曜日
夜７時から

着 付 け

カップやお茶椀、お皿、灯など
手びねりでオリジナル作品を作
りませんか。

エプロン
ビニール袋1,500円16

６月１日から10回
毎週水曜日
夜７時から

陶 芸

中野といえば土びなですよね。
自分だけの土びなを作ってみま
せんか。

エプロン1,500円16
６月１日から10回
毎週水曜日
夜７時から

創 作 土 び な

ふすまの開け閉めから、お辞儀
の仕方、袱紗のたたみ方、盆略
手前まで。

ある方は
袱紗など1,600円12

６月２日から８回
第１・３木曜日
夜７時から

茶道（裏千家）

自分だけのオリジナルアクセサ
リーを作りませんか。勤青ホー
ムと共催です。

特になし6,000円８
６月２日から６回
第１・３木曜日
夜７時から

アクセサリー

突然の来客や、行事などに簡単
に作れるちょっとしたおもてな
し料理を教えていただきます。

エプロン3,500円16
６月９日から６回
第２・４木曜日
夜７時から

簡単おもてなし
料 理

平成１7年５月　働く婦人の家だより  ４

◇募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方。(料理講座は男性も可)
◇受　 講 　料…無料。ただし、各講座の教材費、テキスト代などは受講者負担です。
◇申し込み方法…５月９日以降　随時、電話または直接来館してお申し込みください。定員になり次第閉
　　　　　　　　め切らせていただきます。

　働く婦人の家のホームページでは、サークルの紹介や講座の様子などをご覧いただけます。
　アドレスは http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/fujin/index.htmｌ です。

申し込み・問い合わせは

　　　　中野市働く婦人の家　�２２－２６９１(土・日・祝日を除く午後１時から１０時)

　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール fujin@city.nakano.nagano.jp(メールでの講座の申し込みは出来ません)
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＊利用できる方は、中野市民の皆様です。特に、高齢＊利用できる方は、中野市民の皆様です。特に、高齢
者の方は大歓迎します。者の方は大歓迎します。
＊講座の定員は、概ね二十人程度です。定員になりし＊講座の定員は、概ね二十人程度です。定員になりし
だい締め切ります。だい締め切ります。
＊各講座は、基本的に継続して受講していただくこと＊各講座は、基本的に継続して受講していただくこと
になります。になります。

＊お問い合わせ・参加申し込みは
　中野市人権センター
　�２６－２２８７（中央公民館前）

講 座

ご案内
の

○
対
象
者　

中
野
市
民
の
皆
さ
ん

＊
実
施
時
期　

六
月
〜
十
一
月
（
す
べ
て
参
加
で
き
る
方
）

＊
曜　
　

日　

月
・
水
・
金
（
午
後
六
時
三
十
分
〜
）

　
　
　
　
　
　

土
（
午
前
九
時
〜
）

＊
定　
　

員　

二
十
六
名

＊
個
人
負
担　

二
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代　

等
）

○
申
込
期
限　

五
月
二
十
七
日
（
金
）
ま
で

　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

※
抽
選
日　

六
月
一
日
（
水
）　

午
後
四
時
（
代
理
可
）

　

※
場　

所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

ホームヘルパー
養成研修

（２級課程）

ホームヘルパー受講者の実習風景ホームヘルパー受講者の実習風景

１　 心をひらく



生き生き交流
―子どもと共に―

１　

さ
ま
ざ
ま
な 
交  
流  
会 

こ
う 
り
ゅ
う 
か
い

○
対
象
者　
 
中  
野  
市  
民 
（ 
在  
住  
外  
国  
人  
以  
外 
の 
方 
も 
歓  
迎 
）

な
か 
の 

し 
み
ん 

ざ
い 
じ
ゅ
う 
が
い 
こ
く 
じ
ん 
い 
が
い 

か
た 

か
ん 
げ
い

＊ 
実  
施  
日 　
 
月  
一  
回 
の 
予  
定 
（ 
申  
込  
者 
に 
日  
程 
を 
連  
絡 
）

じ
っ 
し 

び 

つ
き 
い
っ 
か
い 

よ 
て
い 

も
う
し 
こ
み 
し
ゃ 

に
っ 
て
い 

れ
ん 
ら
く

＊ 
定 　
 
員 　
 
二  
十  
名 

て
い 

い
ん 

に 
じ
ゅ
う 
め
い

＊ 
参  
加  
費 　

さ
ん 
か 
し
ゃ

 
材  
料  
費 

ざ
い 
り
ょ
う 

ひ

２　
 
相  
談  
窓  
口 
の 
開  
設 

そ
う 
だ
ん 
ま
ど 
ぐ
ち 

か
い 
せ
つ

○
対
象
者　
 
在  
住  
外  
国  
人 

ざ
い 
じ
ゅ
う 
が
い 
こ
く 
じ
ん

＊ 
実  
施  
日 　
 
随  
時 

じ
っ 
し 

び 

ず
い 
じ

＊ 
各  
種  
手  
続 
き 
相  
談 
・ 
悩 
み 
相  
談 　

な
ど

か
く 
し
ゅ 
て 
つ
づ 

そ
う 
だ
ん 

な
や 

そ
う 
だ
ん

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流
の
場

○
対
象
者　

中
野
市
に
在
住
す
る
高
齢
者
と
小
中
学
生

　
　
　
　
　

土
曜
日
の
午
前
中
二
時
間
位

＊
高 
齢 
者　

・
特
技
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
語
ら
い
の
場

＊
小
中
学
生　

お
年
寄
り
と
物
づ
く
り
を
通
し
て
交
流

＊
実 
施 
日　

月
一
回
（
第
一
土
曜
日
）　

年
七
回

　
　
　
　
　
　

た
だ
し
、
五
月
は
、
十
四
日 （
土
）
一
月
は
、
十
四
日
（
土
）

＊
定　
　

員　

二
十
名

＊
交
流
内
容　

手
芸
（
し
し
ゅ
う
）
を
通
し
て

＊
参 
加 
費　

無
料

○
申
込
期
限　

毎
月
の
月
末

生きがい健康づくり事業

心をひらく　２

 在  住  外  国  人 
ざい じゅう がい こく じん

との 交  流 
こう りゅう

１

2005(平成１7)年５月６日  （２）第25号

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

た
い
し
ょ
う
し
ゃ



３　 心をひらく

そ
の
1
「
お
も
し
ろ
料
理
教
室
」

男
の
料
理
教
室　

全
五
回

○
対
象
者　

中
野
市
民
の
男
性

＊
定　

員　
　

各
二
十
名

＊
実
施
日　
　

六
月
か
ら
隔
月
の
土
曜
日　

全
五
回

＊
講　

師　
　

出
川　

茂
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
元
﹇
で
が
わ 
（
割
烹
）﹈
の
店
主
）

＊
参
加
費　
　

材
料
費

○
申
込
期
限　
　

五
月
末
日
ま
で

料理教室２

そ
の
２
「
交
流
料
理
教
室
」

○
対
象
者　

中
野
市
民

＊
実
施
時
期　
　

七
月
・
十
二
月

＊
定　
　

員　
　

各
二
十
名

＊
内　
　

容　

☆　

日
本
料
理

　
　
　
　
　
　

☆　

子
ど
も
と
共
に

　
　
　
　
　
　

☆　

外
国
の
方
と
共
に

　
　
　
　
　
　

☆　

中
国
料
理

＊
参 
加 
費　

材
料
費

○
申
込
期
限　

六
月
一
日
（
水
）
ま
で

第25号 （３）2005(平成１7)年５月６日
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新
潟
に
住
ん
で
い
る
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
新
潟
に
一
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い

た
話
で
す
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
と
き
に
病
気
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
一
回
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
五
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
お
じ
さ
ん
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

部
屋
も
用
意
し
て
、
一
緒
に
住
も
う
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
十
五
年
も
一
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
は
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
の
長
い
休
み
の
時
に
行
き
ま

す
。
夏
休
み
は
だ
い
た
い
一
週
間
ぐ
ら
い
と
ま
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
い
と
こ

た
ち
も
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
全
部
で
十
三
〜
十
四
人
ぐ
ら
い
の
人
数
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
を
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
「
来
た
な
あ
。」
と
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
料
理
が
と
て
も
得
意
で
す
。
中
で
も
、
た
く
あ
ん
の
つ
け
も

の
が
お
い
し
い
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
「
お
い
し
い
ね
。」
と
言
う
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
「
そ
う
か
い
、

よ
か
っ
た
。」
と
言
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
く
山
に
も
行
き
ま
す
。
今
の
時
期
お
い
し
い
の
は
、
タ
ラ
の

芽
、
こ
ご
み
、
ワ
ラ
ビ
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
で
す
。
中
で
も
、
こ
ご
み

を
マ
ヨ
ネ
―
ズ
や
し
ょ
う
ゆ
を
つ
け
て
食
べ
る
と
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
他
に
も

天
ぷ
ら
に
す
る
と
美
味
し
い
山
菜
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
は
ク
マ
が
出
る
と
い
う

の
で
、
す
ず
や
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
山
へ
出
か
け
ま
す
。
夏
に
な
る
と
山
へ
行
っ
て
、

カ
ブ
ト
ム
シ
を
と
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
野
菜
作
り
を
し
て
い
て
、
野
菜
の
こ
と
に
詳
し
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
野
菜
や
お
米
を
も
ら
え
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
冬
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
い
と
こ
た
ち
と
ス
キ
ー
を
庭
で
や
っ
て
い

て
、
つ
か
れ
た
か
ら
ス
キ
ー
を
や
め
よ
う
と
し
て
、
片
付
け
よ
う
と
し
た
ら
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
、「
楽
し
か
っ
た
あ
と
は
、
か
た
づ
け
と
く
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
食
器
を
洗

っ
た
り
、
畑
に
行
っ
て
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
や
な
す
を
取
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

心をひらく　４

○
対
象
者　

中
野
市
民

＊
実
施
時
期　
　

九
月

＊
定　
　

員　
　

三
十
名

＊
内　
　

容　
　

健
康
づ
く
り
あ
れ
こ
れ
（
医
師
の
話
）

＊
場　
　

所　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

＊
参 
加 
費　
　

無
料  

○
申
込
期
限　

八
月
末
日
ま
で

生
き
生
き
健
康
づ
く
り

３○
対
象
者　

中
野
市
民

＊
実
施
時
期　
　

六
月

＊
定　
　
　

員　

三
十
名

＊
内　
　
　

容

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
競
技
を
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
る
。

・
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
で
競
技
を
し
、
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
に
入
っ
た
り
、 

お
昼
を
取
り
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
。

＊
参
加
費　
　

昼
食
代

○
申
込
期
限　

五
月
末
日
ま
で

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
会

４

ままままままままままままままままままままどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどまどまどまど

2005(平成１7)年５月６日  （４）第25号
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